
(273) 

一

本
論
文
の
目
的

二
移
民
の
意
義
と
国
民
の
概
念

(l
)
「移
民
」
の
意
義

（ア
）
日
本
語
の
意
義

（イ
）
フ
ラ
ン
ス
語
の
意
義

（ウ
）
言
葉
の
背
後
に
あ
る
社
会
実
態
の
違
い

(2
)
移
民
と
国
民

（
ア
）
フ
ラ
ン
ス
の
国
籍
取
得
要
件

（
イ
）
日
本
の
国
籍
取
得
要
件

（ウ
）
小
括

目

次

ー
ー

マ
グ
レ
ブ
と
の
関
係
を
中
心
に
I

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
民
政
策
の
展
開

論

説

（五）

江

口

隆

裕
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五
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
か
ら

一
八
八
九
年
国
籍
法
ま
で

三

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
入
民
の
実
態

(1
)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
入
民
の
実
態

(
2
)
移
入
民
の
国
別
内
訳

(3
)
日
本
及
び
欧
州
諸
国
と
の
比
較

（
以
上
第
四
十
六
巻
第
ニ
・

三
合
併
号
）

四
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
ま
で

(
1
)
革
命
前
後
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
の
変
遷

（
ア
）
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義

（
イ
）
革
命
期
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義

（ウ）

一
七
九

一
年
憲
法

（
エ
）
外
国
人
の
名
誉
市
民
問
題

（オ
）
一

七
九
三
年

（共
和
歴

I
年
）
憲
法

（力
）

一
七
九
五
年

（共
和
歴
皿
年
）
憲
法

（キ
）

一
七
九
九
年

（共
和
歴
圃
年
）
憲
法

（
ク
）
一
八

0
二
年
（
共
和
歴

X
年
）
憲
法

（ケ）

一
八
0
四
年

（
共
和
歴

XII
年
）
憲
法

(
2
)
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
規
定
の
改
正

（
ア
）
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
定
義
規
定
と
フ
ラ

ン
ス
人
の
定
義
規
定
の
分
離

（イ
）
生
地
主
義
か
ら
血
統
主
義
へ

（
ウ
）
外
国
人
遺
産
没
収
権
の
取
扱
い

（
以
上
第
四
十
七
巻
第

一
号
）
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フランスにおける移民政策の展開（五） (275) 

(l
)
帝
政
か
ら
王
政
復
古
ヘ

（
ア
）
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
と
諸
国
と
の
戦
い

（
イ
）
王
政
復
古
と
一
八
一
四
年
憲
章

(
2
)
帝
政
の
復
活
と
一
八
一
五
年
の
帝
国
憲
法
附
加
法

(
3
)
第
二
次
王
政
復
古
と
七
月
革
命
(
-
八
三

0
年
憲
章
）

(4
)
第
二
共
和
政
（
一
八
四
八
年
憲
法
）
下
で
の
生
地
主
義
の
導
入

（
ア
）
二
月
革
命
に
よ
る
君
主
制
の
否
定

（イ
）
普
通
選
挙
の
下
で
制
定
さ
れ
た
一
八
四
八
年
憲
法

（
ウ
）
ル
イ
11

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
登
場

（
エ
）
一
八
五
一
年
の
法
律
に
よ
る
生
地
主
義
の
導
入

(
5
)
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
支
配

（
ア
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
概
要

（
イ
）
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
併
合

（
以
上
第
四
十
七
巻
第
二
号
）

(
6
)
第
二
帝
政
と
ア
ラ
ブ
王
国
構
想

（ア）

ル
イ
11

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
ク
ー
デ
タ
と
一
八
五
二
年
憲
法

（
イ
）
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
外
交
と
植
民
地
政
策

(7
)
第
三
共
和
政
と
植
民
地
支
配
の
本
格
化

（
ア
）
第
三
共
和
政
と
一
八
七
五
年
憲
法

（
イ
）
植
民
地
支
配
の
本
格
化

（
ウ
）
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
保
護
領
化

（
エ
）
モ

ロ
ッ
コ
の
保
護
領
化

（
以
上
第
四
十
八
巻
第
一
号
）
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(8
)

一
九
世
紀
に
お
け
る
移
民
の
増
大
と
外
国
人
関
係
立
法
の
登
場

（
ア
）
移
入
民
の
増
大
と
亡
命
外
国
人
の
出
現

(
a
)

産
業
革
命
と
人
口
移
動

(b
)
移
入
民
の
全
般
的
動
向

(
C
)

職
人
の
移
住
か
ら
労
働
者
移
民
へ

(d
)
少
子
化
対
策
と
し
て
の
移
民
受
入

(

e

)

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
移
住
と
亡
命
外
国
人
の
出
現

（イ
）
帰
化
制
度
の
変
遷
と
法
制
化

(
a
)

帰
化
制
度
の
変
遷

(
b
)
帰
化
制
度
を
定
め
た
一
八

0
二
年
元
老
院
決
議

(
C
)

憲
法
を
修
正
し
た
一
八

0
九
年
皇
帝
デ
ク
レ

（ウ
）
外
国
人
排
斥
立
法
の
登
場

(
a
)
亡
命
外
国
人
に
関
す
る

一
八
三
二
年
法
及
び

一
八
三
四
年
法

(
b
)
帰
化
及
び
滞
在
に
関
す
る
一
八
四
九
年
法

(
C
)

一
八
六
七
年
法
に
よ
る
帰
化
要
件
の
改
正

(9
)
一
八
八
九
年
法

（ア
）
改
正
の
背
景

（イ）

改
正
の
内
容

(
a
)
私
権
と
政
治
的
権
利
の
分
離

(b
)
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件

(
C
)

帰
化
（
民
法
典
第
八
条
第
二
項
第
四
号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
）

(d
)
定
住
許
可
の
有
期
化

（
民
法
典
第
一
三
条
第
二
項
）

（ウ）

植
民
地
へ
の
適
用
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フランスにおける移民政策の展開 （五） (277) 

(a
)
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア

(
b
)
チ
ュ
ニ
ジ
ア

（
エ
）
無
申
告
労
働
者
の
扉
用
を
抑
制
し
た
一
八
九
三
年
法
等

(10
)
小
括

（
ア
）
一

九
世
紀
に
お
け
る
政
治
体
制
の
変
遷
と
社
会
経
済
状
況

（
イ
）
植
民
地
支
配
と
移
入
民
の
状
況

(a
)
植
民
地
支
配
の
状
況

(b
)
移
入
民
の
状
況

（ウ）

フ
ラ
ン
ス
市
民
11
政
治
的
権
利
主
体
と
フ
ラ
ン
ス
人
11
私
法
上
の
権
利
主
体
の
要
件
の
変
遷

(a
)
政
治
的
権
利
主
体
要
件
の
変
遷

(b
)
私
法
上
の
権
利
主
体
要
件
の
変
遷

(
C
)

帰
化
制
度
の
変
遷

(d
)
外
国
人
排
斥
立
法
の
登
場

（
エ
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
現
地
人
の
取
扱
い

(
a
)
私
法
上
及
び
政
治
的
権
利
主
体
性
の
否
定

(b
)
現
地
人
統
治
制
度

（
オ
）
チ
ュ
ニ
ジ
ア
及
び
モ
ロ
ッ
コ
の
植
民
地
支
配

(11
)
外
国
人
の
権
利
主
体
性
に
関
す
る
当
時
の
議
論

（ア
）
政
治
的
権
利

(D
r
o
i
t
s
p
o
li
tiq
u
e
s
)
 

（イ
）
準
政
治
的
権
利

(D
r
o
i
t
s
q
u
a
s
i,p
o
litiqu
e
s
)
 

（ウ
）
公
的
権
利

(
D
r
o
its
p
u
b
l
i
c
s
)
 

（
エ
）
私
的
権
利

(
D
r
o
its
p
r
i
v
e
s
)
 

(a
)
定
住
許
可
を
得
た
外
国
人

(b
)
定
住
許
可
が
認
め
ら
れ
な
い
外
国
人



(278) 神奈川法学第48巻第 2・3合併号 2015年 6
 

あ
る
。
移
入
民
の
数
は
、

一
九

0
一
年
に

一
八
八
一
年
に
は

一
0
0
万
人
に
達
し
た
。
こ
の
時
期

る
に
は
数
世
代
を
要
し
た
。

(164
)
 

し
た
。

(
a
)
産
業
革
命
と
人
口
移
動

こ
こ
で
、

一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
移
入
民
の
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

命
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
広
ま
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
産
業
革
命
は
、
人
の
大
量
移
動
を
可
能
に
し
た
交
通
革
命
と
相
ま
っ
て
、
大
規
模

な
人
口
移
動
を
引
き
起
こ
し
た
。
し
か
も
、
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
人
口
三
、
五

0
0
万
人
に
対
し
、

フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
移
入
は
自
由
で
あ
り
、
近
隣
国
と
い
う
近
接
性

(163
)
 

(proxirnite)
と
入
国
管
理
の
手
続
が
な
か
っ
た
こ
と
が
移
民
を
一
層
容
易
に
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
内
で
も
、
農
村
の
人
々
が
仕
事
を
求
め
て
都
市
に
移
動
す
る
と
い
う
人
口
移
動
が
、
第
一
帝
政
の
終
わ
り
頃
か
ら
緩
や
か

に
始
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
人
口
移
動
も
、
当
初
は
、
時
折
故
郷
に
戻
る
出
稼
ぎ
と
し
て
行
わ
れ
、
彼
ら
が
都
市
部
に
定
着
す
る
よ
う
に
な

イ
タ
リ
ア
人
、

一
九
世
紀
末
に
は
、
産
業
の
進
展
に
対
応
し
て
人
口
移
動
が
さ
ら
に
拡
大
し
、
外
国
か
ら
の
移
民
も
急
増

(
b
)
移
入
民
の
全
般
的
動
向

初
め
て
外
国
人
と
帰
化
人
を
調
査
対
象
に
加
え
た
一
八
五
一
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

帰
化
人

―
―
―
-
、
五
二
五
人
、
外
国
人
三
八
万
人
（
す
な
わ
ち
人
口
の

一
％
）
が
お
り
、
そ
の
内
訳
は
ベ
ル
ギ
ー
人
が
最
も
多
く
、
ド
イ
ツ
人
、

ス
ペ
イ
ン
人
が
こ
れ
に
続
い
た
。
発
展
と
近
代
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
外
国
人
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
必
要
だ
っ
た
の
で

一
八
七

0
年
の
普
仏
戦
争
で
一
時
停
滞
し
た
も
の
の
、

の
移
民
は
産
業
振
興
の
た
め
で
あ
り
、
隣
国
か
ら
の
移
入
民
が
中
心
で
あ
っ
た
。
最
初
は
ベ
ル
ギ
ー
人
が
主
だ
っ
た
が
、

（
ア
）
移
入
民
の
増
大
と
亡
命
外
国
人
の
出
現

(
8
 
一
九
世
紀
に
お
け
る
移
民
の
増
大
と
外
国
人
関
係
立
法
の
動
向

一
九
世
紀
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
産
業
革
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フランスにおける移民政策の展開（五） (279) 

表4 フランスにおける外国人の数 (1851年～1911年） （単位 千人）

1851 1861 1872 1881 1891 1901 1911 

ベルギー人 128 205 348 432 466 323 287 

イタリア人 63 77 113 241 286 330 419 

ドイツ人※ 39 82 83 90 102 

スイス人 25 35 43 66 83 72 73 

スペイン人 30 35 53 74 78 80 106 

合 計 381 506 676 1.001 1,130 l,052 1,160 

人口に占める割合 （％） 106 1.35 187 268 2.96 2.69 2.96 

※1870年以前は、 ドイツ人はオーストリア・ハンガリ一人と同じ分類になっていた。

（出典）Marie-ClaudeBlanc-Chaleard, Histoire de l'immidration, p. 9 

当
時
、
技
術
の
あ
る
職
人
が
他
の
土
地
に
移
住
す
る
こ
と
は
容
易
だ
っ
た
。
第
二
次

復
古
王
政
下
の
一
八
―
―

10
年
か
ら
一
八
五

0
年
頃
ま
で
の
間
、

パ
リ
で
最
も
多
か
っ
た

外
国
人
は
ド
イ
ツ
人
だ
っ
た
。
仕
立
屋
と
し
て
有
名
だ
っ
た
ほ
か
、
家
具
職
人
と
し
て

も
働
い
た
。
や
が
て
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
職
人
の
仕
事
が
機
械
化
さ
れ
る
と
、
よ
り

第
二
帝
政
期
は
、

フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
黄
金
期
で
も
あ
っ
た
。
鉄
道
網
が
全
国
的

に
整
備
さ
れ
、
炭
鉱
業
や
製
鉄
業
な
ど
の
重
工
業
も
発
展
し
た
。
セ
ー
ヌ
県
知
事
オ
ス

(
H
a
u
s
s
m
a
n
n
)
に
よ
る
パ
リ
改
造
計
画
が
実
施
さ
れ
、
ス
エ
ズ
運
河
が
建
設
さ

れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
外
国
人
が
新
た
な
産
業
を
担
う
労
働
者
と

し
て
入

っ
て
き
た
。

北
部
の
紡
績
工
場
で
は
多
く
の
ベ
ル
ギ
ー
人
が
働
き
、
人
口
の
半

分
以
上
が
ベ
ル
ギ
ー
人
と
い
う
町
も
あ
っ
た
。
ベ
ル
ギ
ー
人
は
、

北
部
の
国
鉄
で
も
働
い
た
。
他
方
、
イ
タ
リ
ア
人
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
や
ア
ル
プ
ス
の
道

路
工
事
で
働
い
た
。
や
が
て
鉱
業
や
重
化
学
工
業
が
起
こ
り
、
こ
こ
で
は
、

人
と
と
も
に
多
く
の
外
国
人
が
働
き
、
出
身
国
ご
と
に
集
団
を
形
成
し
て
い
く
が
、

(166) 

ず
れ
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

マ
ン

技
能
が
低
く
、
賃
金
も
安
い
イ
タ
リ
ア
人
が
入
っ
て
き
た
。

(
C

)

職
人
の
移
住
か
ら
労
働
者
移
民
へ

(165
)
 

は、

イ
タ
リ
ア
人
が
最
大
と
な
っ
て
い
る
。

パ
リ
の
工
事
現
場
や

フ
ラ
ン
スし‘
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こ
れ
は
、

ス
で
最
初
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

よ

っ
て
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
が
ド
イ
ツ
に
割
譲
さ
れ
、

(d
)
少
子
化
対
策
と
し
て
の
移
民
受
入

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
工
業
化
を
進
め
る
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
経
済
成
長
は
著
し
い
も
の
の
、
出
生
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。

な

っ
て
い
た
。
そ
れ
も
あ

っ
て、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
人
口
の
伸
び
の
低
下
は
一
八
世
紀
末
に
始
ま
っ
て
お
り
、
一
八
九
六
年
に
は
、
一
家
族
当
た
り
子
ど
も
数
は
ニ
・
ニ
人

し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、

革
命
に
よ

っ
て
土
地
所
有
が
容
易
に
な
っ

た
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
自
分
の
土
地
を
離
れ
る
の
を
嫌
う
よ
う
に

(167
)
 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
に
移
民
が
必
要
で
あ
っ
た
。

一
八
六
一
年
に
お
け
る
欧
州
各
国
の
人
口
は
、
ド
イ
ツ
が
一
＿一
千
八
百
万
人
、
イ
ギ
リ
ス
が
二
千
九
百
万
人
な
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
、

ニ
ー
ス
地
方
と
サ
ヴ
ォ
ア
地
方
を
併
合
し
て
も
三
千
七
百
万
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

(e
)
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
移
住
と
亡
命
外
国
人
の
出
現

仕
事
を
求
め
て
来
る
移
民
と
は
性
質
を
異
に
す
る
移
入
民
と
し
て
、
政
治
的
理
由
に
よ
る
亡
命
が
あ
る
。

亡
命
者

(exi
le)

が
フ
ラ
ン

(170
)
 

一
八
三

一
年
か
ら
四

0
年
間
続
い
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
移
住

(
G
r
a
n
d
e
E
m
i
g
r
a
ti
o
n
)
を
契
機

と
し
て
で
あ

っ
た
。

一
八
七
一
年
に
は
、
普
仏
戦
争
の
敗
北
に

(168)
 

一
五

0
万
人
を
失
う
こ
と
に
な

っ
た
。

一八――

1
0
年
に
ロ
シ
ア
の
支
配
に
抗
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
が
蜂
起
し
た
と
こ
ろ
、
逆
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ロ
シ
ア
、
プ
ロ
シ
ア

及
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
国
に
分
割
さ
れ
て
し
ま
い
、
弾
圧
を
恐
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
リ
ー
ト
層
が
大
挙
し
て
当
時
自
由
の
砦
と
目
さ

れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
に
亡
命
を
求
め
た
と
い
う
事
件
で
あ
る。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
亡
命
者
の
庇
護
権

(d
r
o
it
d
'a
s
il
e
)
が
初
め
て
議
論
と

な
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
自
由
主
義
者
の
ド
イ
ツ
人
や
ス
ペ
イ
ン
人
、
イ
タ
リ
ア
人
の
政
治
亡
命
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
庇
護
を
求
め
た
が
、
フ

(111
)
 

ラ
ン
ス
は
そ
の
受
入
れ
と
排
斥
の
間
で
揺
れ
動
い
た
。



，
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フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
と
し
て
、
生
地
主
義
に
納
税
要
件
を
付
加
し
た

の
み
を
要
件
と
し
て
、
立
法
権
が
帰
化
証
書
を
交
付
で
き
る
と
し
た

で
生
れ
た
外
国
人
も
、

一
七
九

0
年
四
月
一

0
日
の
デ
ク
レ
と
同
じ
く
、

ン
ス
市
民
に
な
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
立
法
権
に
帰
化
の
権
限
を
与
え
、

穏
健
派
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
た
め
の
一
七
九
五
年
憲
法
で
は
、

ほ
か
、
七
年
間
の
継
続
居
住
と
一
定
の
社
会
活
動
実
績
に
加
え
、
市
民
と
し
て
の
宣
誓
で
は
な
く
、
定
住
の
意
思
の
宣
言
（
以
下

「定
住

宣
言
」
と
い
う
。
）
を
行
え
ば
、
外
国
で
生
れ
た
外
国
人
も
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
と
し
た
が
、
帰
化
に
関
す
る
規
定
は
設
け
な
か
っ
た
。

革
命
後
最
初
の
憲
法
で
あ
る
一
七
九
一
年
憲
法
は
、

道
を
開
い
た
。

亡
命
者
を
受
入
れ
る
た
め
の
制
度
の

一
っ
は
、
帰
化
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
帰
化
制
度
の
変
遷
を
振
り
返

っ
て
お
こ
う
。

(112
)
 

(a
)
帰
化
制
度
の
変
遷

ア
ン
シ
ャ
ン

・レ
ジ
ー
ム
で
は
、
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
人
に
関
す
る
明
確
な
定
義
は
な
か
っ
た
が
、
相
続
に
関
す
る
一
五
一
五
年
二
月

二
三
日
の
パ
リ
議
会
の
決
定
を
席
矢
と
し
て
、

（イ
）
帰
化
制
度
の
変
遷
と
法
制
化

フ
ラ
ン
ス

ヘ
の
定
住
と
市
民
と
し
て

の
宣
誓

フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
他
方
、
こ
の
定
義
に
該
当
し
な
い
者
に
対

し
て
は
、
国
王
が
帰
化
認
可
状

(let
tr
e
s
d
e
 na
t
u
r
ali
te
)
を
交
付
す
る
権
限
を
有
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
一
六
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ソ

(173) 

ワ
一
世

(Franc;:ois
I
 

"
)
の
時
代
に
は
そ
れ
が
国
王
の
専
権
事
項
に
な
っ
て
い
た
。
一
六
六

0
年
か
ら
一
七
八
九
年
の
間
に
約
六
千
通
の

(174
)
 

帰
化
認
可
状
が
交
付
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
制
定
さ
れ
た

一
七
九

0
年
四
月
一

0
日
の
デ
ク
レ
は
、
五
年
間
の
継
続
居
住
に

一
定
の
社
会
活
動
実
績
を
加
え
た

居
住
地
主
義
に
基
づ
き
外
国
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
と
定
め
、
帰
化
と
い
う
個
別
の
許
可
を
要
せ
ず
に
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る

フ
ラ
ン
ス
で
生
れ
た
外
国
人
に
つ
い
て
は
生
地
主
義
を
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
外
国

五
年
間
の
継
続
居
住
と
一
定
の
社
会
活
動
実
績
が
あ
れ
ば
フ
ラ

（一

七
九

一
年
憲
法
第

II
編
第
四
条
）
。
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さ
ら
に
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
後
に
制
定
さ
れ
た
一
七
九
九
年
憲
法
は
、

税
要
件
の
な
い
単
純
な
生
地
主
義
を
と
り
、
ま
た
、
外
国
で
生
れ
た
外
国
人
は
定
住
宣
言
と

一
0
年
間
の
継
続
居
住
に
よ

っ
て
フ
ラ
ン
ス

一
七
九
五
年
憲
法
と
同
じ
く
、
帰
化
に
関
す
る
規
定
は
置
か
な
か
っ
た
。

民
法
典
公
布
前
の
一
八

0
二
年
九
月
、
当
時
第
一
統
領
で
あ
っ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、

決
議
（
以
下

「一

八
0
二
年
元
老
院
決
議
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
帰
化
制
度
を
定
め
た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
の

一
七
九
九
年
憲
法
で
は
、

二

―
歳
に
達
し
た
後
に
定
住
宣
言
を
行
い
、
そ
れ
以
降
一

0
年
間
の
継
続
居
住
に
よ
っ
て
、
外
国
人
は
自
動
的
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
資
格

(116) 

を
取
得
で
き
る
と
し
つ
つ
、
帰
化
の
制
度
を
設
け
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に

ど
ん
な
に
貢
献
し
て
も
居
住
期
間
が
一

0
年
に
満
た
な
け
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
な
れ
ず
、
ま
た
、
居
住
期
間
が
一

0
年
あ
っ
て
も
、
そ

れ
が
宣
誓
前
で
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
他
方
、
所
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
ど
ん
な
外
国
人
で
も
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

(177
)
 

そ
こ
で
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
ふ
さ
わ
し
い
外
国
人
を
帰
化
し
や
す
く
す
る
た
め
に
一
八

0
二
年
元
老
院
決
議
を
制
定
し
、

「
フ
ラ
ン
ス
に
重
要
な
貢
献
を
し
、
又
は
自
ら
が
フ
ラ
ン
ス
に
有
用
な
才
能
、
発
明
若
し
く
は
産
業
を
も
た
ら
し
、
又
は
大
規
模
な
工
場
を

一
年
間
と
い
う
短
期
の
定
住
で
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
を
付
与
す
る
こ
と
に
し
た
。

は
、
定
住
宣
言
と

一
0
年
間
の
居
住
と
い
う
要
件
を
満
た
せ
ば
外
国
人
は
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な

っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
元
老
院
決
議
で
は
、

i

年
間
の
定
住
で
帰
化
を
可
能
と
す
る
反
面
、
こ
れ
を
政
府
の
許
可
に
か
か
ら
し
め
る
こ
と
に
し
、
さ
ら
に
、
許
可
を
受
け
た
者
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
政
府
に
対
す
る
服
従
及
び
皇
帝
に
対
す
る
忠
誠
を
誓
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

（
以
下
「

一
八
0
八
年
元
老
院
決
議
」
と
い
う
。）（
参
考
14)
で
は
、
期
限
の
定
め
を
撤
廃
し
、

興
す
」
外
国
人
に
対
し
て
は
、

(
b
)
掃
化
制
度
を
定
め
た
一
八

0
二
年
元
老
院
決
議

市
民
に
な
る
と
し
た
が
、

10 

一
八

0
二
年
元
老
院
決
議
の
内
容
を
恒
久

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
と
し
て
納

一
八

0
二
年
九
月
四
日
の
元
老
院

一
七
九
九
年
憲
法
で

一
八

0
二
年
元
老
院
決
議
は
五
年
間
の
時
限
立
法
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
一
八

0
八
年
二
月
一
九
日
の
元
老
院
決
議
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こ
の
権
利
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
承
認
し
た
大
臣
の
報
告
に
基
づ
き
、
特
別
な
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
当
該
外
国
人
に
付
与
さ
れ
る
。

許
可
を
受
け
た
者
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
政
府
に
対
す
る
服
従
及
び
皇
帝
に
対
す
る
忠
誠
を
誓
う
宣
誓
を
す
る
た
め
、
こ
の

謄
本
を
携
行
し
て
そ
の
住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
出
頭
す
る
。
こ
の
宣
誓
の
調
書
は
、
作
成
さ
れ
、
記
録
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
（
以
下
略
）

(
C
)

憲
法
を
修
正
し
た
一
八

0
九
年
皇
帝
デ
ク
レ

ボ
ナ
パ
ル
ト
が
皇
帝
と
な
っ
た
後
の
一
八

0
九
年
、

ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

「
外
国
人
の
帰
化
に
関
す
る
手
続
を
定
め
た

一
八
0
九
年
三
月

一
七
日
の
皇
帝
の
デ
ク
レ
」
（
以
下

「
一
八

0
九

年
皇
帝
デ
ク
レ
」
と
い
う
。
）
（
参
考
15
)
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

等
の
要
件
を
満
た
し
た
と
し
て
も
、
帰
化
に

つ
い
て
は
皇
帝
の
決
定
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
手
続
規
定
と
い
う
形
式
を

と
り
な
が
ら
実
質
的
に

l

七
九
九
年
憲
法
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
条

（中
略
）

第
二
条

を
設
立
す
る
で
あ
ろ
う
外
国
人
は

第
一
条

（
参
考
14
)

た
め
の
規
定
は
あ
っ
た
も
の
の

ち
な
み
に
、

化
し
た
。

一
七
九
九
年
憲
法
第
三
条
に
基
づ
き
一

0
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
居
住

一
八
0
二
年
元
老
院
決
議
の

一
年
後
に
公
布
さ
れ
た
民
法
典
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
生
れ
た
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る

(178)
 

（
同
法
典
第
九
条
）
、
フ
ラ
ン
ス
国
外
で
生
れ
た
外
国
人
の
帰
化
に
関
す
る
規
定
は
欠
い
て
い
た
。

(119
)
 

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
へ
の
外
国
人
の
受
入
条
件
に
関
す
る
一
八
0
八
年
二
月
一
九
日
の
組
織
に
関
す
る
元
老
院
決
議

国
家
に
重
要
な
貢
献
を
し
、
又
は
自
ら
が
フ
ラ
ン
ス
に
有
用
な
才
能
を
有
し
、
発
明
若
し
く
は
産
業
を
も
た
ら
し
、
又
は
大
規
模
な
工
場

一
年
間
の
定
住
の
後
に
、

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
を
享
受
す
る
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
者
が
自
動
的
に
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
っ
て
し
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わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（ウ
）
外
国
人
排
斥
立
法
の
登
場

法
務
大
臣
に
送
付
す
る
。
（
以
下
略

第
二
条

化
は
、

皇
帝
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

12 

第
一
条

(180
)
 

（
参
考
15)
外
国
人
の
帰
化
に
関
す
る
手
続
を
定
め
る
一
八
0
九
年
一
＿
一
月
一
七
日
の
皇
帝
の
デ
ク
レ

外
国
人
が
、
共
和
歴
圃
年

（一

七
九
九
年
）
の
憲
法
の
規
定
に
従
い
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
た
め
の
条
件
を
満
た
す
と
き
は
、
そ
の
帰

帰
化
の
申
請
及
び
証
拠
物
件
は
、
申
請
者
の
住
所
地
の
市
役
所
を
通
じ
て
県
知
事
に
送
付
さ
れ
、
知
事
は
、
意
見
を
付
し
て
、
そ
れ
ら
を

民
法
典
並
び
に

一
八
0
八
年
元
老
院
決
議
及
び

一
八
0
九
年
皇
帝
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、

国
人
に
対
し
て
は
何
ら
か
の
形
で
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
他
方
、
帰
化
し
な
い
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
外
国

人
に
対
し
て
は
、
私
法
上
の
権
利
主
体
性
を
認
め
る
定
住
許
可
の
制
度
（
民
法
典
第
一
三
条
）
が
あ
る
だ
け
で
、
国
外
追
放
等
の
措
置
を

定
め
る
法
律
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
亡
命
外
国
人
問
題
を
契
機
に
、
外
国
人
を
強
制
的
に
国
外
に
排
斥
す
る
た
め
の
立
法
が
行

(a
)
亡
命
外
国
人
に
関
す
る
一
八
三
二
年
法
及
び
一
八
三
四
年
法

ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
亡
命
外
国
人

(
e
t
r
a
n
g
e
r
s
r
e
f
u
g
ie
s
)
 

フ
ラ
ン
ス
人
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
な
る
外

の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、

ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
七
月
王
政
期
に
、
亡

命
外
国
人
の
排
斥
を
目
的
と
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
で
あ
ろ
う
亡
命
外
国
人
に
関
す
る

一
八
三
二
年
四
月
ニ
―
日
の
法
律
」
（
以
下

「
一
八
三
二
年
法
」
と
い
う
。）

（
参
考
16)
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
排
斥
策
の
先
駆
け
と
さ
れ
て

(181
)
 

お
り
、
亡
命
外
国
人
に

―
つ
の
町
に
集
ま
る
こ
と
を
命
じ
、
さ
ら
に
公
の
秩
序
又
は
平
穏
を
妨
げ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
彼
ら
を
国
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第
二
条

第
一
条

一
八
三
二
年
法
は

一
年
間
の
時
限
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
た
が
、
「
亡
命
外
国
人
に
関
す
る

一
八
三
二
年
四
月
ニ

―
日
の
法
律
を
延
長

す
る
一
八
三
四
年
五
月
一
日
の
法
律
」
（
以
下
「
一
八
三
四
年
法
」
と
い
う
。
）
（
参
考
17)
は、

会
期
末
ま
で
延
長
す
る
と
と
も
に
、
出
国
命
令
に
従
わ
ず
、
又
は
許
可
な
く
再
入
国
し
た
亡
命
外
国
人
を
一
月
か
ら
六
月
の
範
囲
で
拘
禁

で
き
る
と
し
た
。

さ
ら
に
、
「
亡
命
外
国
人
に
関
す
る

一
八
三
二
年
四
月
ニ
―
日
及
び

一
八
三
四
年
五
月

一
日
の
法
律
を
延
長
す
る

一
八
三
六
年
四
月
二

(182) 

六
日
の
法
律
」
は
、
一
八
―
―
―
―
一
年
法
及
び
一
八
三
四
年
法
を
一
八
三
七
年
の
議
会
の
会
期
末
ま
で
延
長
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

年
法
の
制
定
ま
で
同
様
の
延
長
措
置
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

一
八
三
四
年
法
の
翌
日
に
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
亡
命
外
国
人
及
び
復
古
王
政
下
の
政
治
犯
の
援
助
の
た
め
の
追
加
予
算
を
認

(183
)
 

め
る

一
八
三
四
年
五
月
二
日
の
法
律
」
が
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
政
治
的
出
来
事
で
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
亡
命
外
国
人
の
援
助

一
八
―
―
一
四
年
の
予
算
二
五

0
万
フ
ラ
ン
に
加
え

一

予
算
の
具
体
的
な
使
途
ま
で
は
定
め
て
い
な
い
の
で
詳
細
は
不
明
だ
が
、
こ
の
当
時
す
で
に
何
ら
か
の
形
で
亡
命
外
国
人
に
対
す
る
援
助

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ち
な
み
に
、
復
古
王
政
下
の
政
治
犯
の
た
め
に
は
、

（参
考
16
)

一
八
万
フ
ラ
ン
の
追
加
予
算
を
内
務
大
臣
に
認
め
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、

八
万
フ
ラ
ン
の
予
算
に
対
し
二

二
万
フ

(184) 

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
で
あ
ろ
う
亡
命
外
国
人
に
関
す
る一

八
三
二
年
四
月
ニ
―
日
の
法
律

政
府
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
で
あ
ろ
う
亡
命
外
国
人
を
そ
の
指
定
す
る
一
又
は
複
数
の
町
に
集
合
さ
せ
る
権
限
を
有
す
る
。

政
府
は
、
そ
の
指
定
す
る
町
の
う
ち
の
一
っ
に
亡
命
外
国
人
を
強
制
的
に
赴
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
亡
命
外
国
人
が
そ
の
町
に

ラ
ン
の
追
加
予
算
が
認
め
ら
れ
た
。

の
た
め
、

な
お
、

外
に
追
放
で
き
る
権
限
を
政
府
に
与
え
た
。

一
八
四
九

一
八
三
二
年
法
を

一
八
三
六
年
の
議
会
の
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行
か
ず
、
又
は
、
彼
ら
の
存
在
が
公
の
秩
序
又
は
平
穏
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る
と
政
府
が
判
断
し
た
と
き
は
、
政
府
は
、
彼
ら
に
王
国
か
ら
出

第
三
条

こ
の
法
律
は
、
大
臣
が
署
名
し
た
命
令
に
よ
る
亡
命
外
国
人
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

(185) 

（
参
考
17
)
亡
命
外
国
人
に
関
す
る
一
八
三
二
年
四
月
ニ―

日
の
法
律
を
延
長
す
る
一
八
三
四
年
五
月

一
日
の
法
律

前
記
法
律
第
二
条
に
基
づ
く
王
国
か
ら
の
出
国
命
令
に
従
わ
ず
、
又
は
、
国
外
追
放
さ
れ
た
後
に
許
可
な
く
再
入
国
し
た
す
べ
て
の
亡

(b
)
帰
化
及
び
滞
在
に
関
す
る

一
八
四
九
年
法

(i
)
法
制
定
の
背
景

一
八
四
八
年
の
二
月
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
臨
時
政
府
は
、
革
命
に
参
加
し
た
外
国
人
の
貢
献
に
報
い
る
た
め
、
幅
広
く
帰
化
を
認

(186) 

め
た
。
具
体
的
に
は
、
同
年
三
月
二
八
日
に
外
国
人
の
帰
化
に
関
す
る
デ
ク
レ
を
制
定
し
、
五
年
の
居
住
期
間
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
外

国
人
が
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
権
利
を
行
使
す
る
に
値
す
る
と
公
的
機
関
が
証
明
す
れ
ば
、
臨
時
政
府
の
司
法
大
臣
が
帰
化
を
許
可
で
き
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
、

三
か
月
で
約
二
千
人
の
外
国
人
が
帰
化
を
し
、
さ
ら
に
多
く
の
労
働
者
や
農
民
が
帰
化
を
求
め
て

(181)
 

押
し
か
け
た
。
こ
の
た
め
、
同
年
六
月
二
九
日
に
は
、
こ
の
デ
ク
レ
は
執
行
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
八
四
九
年
五
月
、

命
外
国
人
は
、

一
八
四
八
年
憲
法
に
基
づ
く
初
の
人
民
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
共
和
派
が
敗
退
し
、
保
守
派
が
過
半

一
月
か
ら
六
月
の
拘
禁
に
処
さ
れ
る
。（
以
下
略
）

第
二
条

第
一
条
亡
命
外
国
人
に
関
す
る

一
八
三
二
年
四
月
ニ
―
日
の
法
律
は
、

一八
三
六
年
の
議
会
の
会
期
末
ま
で
延
長
さ
れ
る
。

第
四
条

J

の
法
律
は
、
そ
の
公
布
の
日
か
ら

一
年
間
に
限
り
効
力
を
有
す
る
。

国
す
る
よ
う
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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う
の
も
、

数
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
保
守
派
の
議
員
は
、
秩
序
の
回
復
に
力
を
注
ぎ
、
帰
化
に
つ
い
て
も
、
臨
時
政
府
の
方
針
を
見
直
し
た
。
と
い

一
八
四
八
年
に
普
通
選
挙
が
実
現
し
て
お
り
、
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
市
民
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
国
人
が
大
統
領
や
人
民

他
方
、

当
時
急
速
に
発
展
し
て
い
た
産
業
を
担
う
労
働
力
が
国
内
で
は
調
達
で
き
ず
、
企
業
は
国
外
か
ら
労
働
者
を
多
く
集
め
る
よ
う

ま
り
、

に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
外
国
人
労
働
者
に
よ
っ
て
仕
事
を
奪
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
の
外
国
人
嫌
い

(
x
e
n
o
p
h
o
b
i
e
)
が
強

(188) 

二
月
革
命
の
騒
乱
時
に
は
外
国
人
を
標
的
と
し
た
抗
議
行
動
も
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、
臨
時
政
府
の
内
務
大
臣
ロ
ラ
ン
は
、
フ
ラ

ン
ス
人
労
働
者
の
仕
事
と
賃
金
を
確
保
す
る
た
め
、
ベ
ル
ギ
ー
人
労
働
者
を
都
市
部
に
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
旨
の
通
達
を
県
知
事
宛
て

こ
れ
ら
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
帰
化
及
び
滞
在
に
関
す
る

一
八
四
九
年

―
二
月
三
日
の
法
律
」

（以
下
「
一
八
四
九
年
法
」
と
い
う
。）（
参
考
18)
が
制
定
さ
れ
、
帰
化
制
度
を
再
整
理
し
て
要
件
を
厳
格
化
す
る
と
と
も
に
、
国
外
追
放

等
の
外
国
人
排
斥
策
を
恒
久
化
し
た
。

(

1
1
)

政
治
的
権
利
主
体
と
私
法
上
の
権
利
主
体
の
乖
離
の
解
消

一
八
四
九
年
法
を
検
討
す
る
前
に
、
そ
の
当
時
の
法
の
適
用
関
係
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

た
。
し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
、

限
選
挙
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
き
た
納
税
等
の
社
会
的
要
件
が
政
治
的
権
利
の
要
件
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
方
、
私
法
上

の
権
利
主
体
を
定
め
た
民
法
典
で
は
、
制
定
当
初
か
ら
資
産
等
の
社
会
的
要
件
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
（
民
法
典
第
八
条
）
、

に
出
し
て
い
た
。

議
員
の
選
挙
人
に
な
る
こ
と
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。

一
八
四

フ
ラ
ン
ス
で
は
、

私
法
上
の
権
利
主
体
た
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
と
政
治
的
権
利
の
主
体
た
る
フ
ラ
ン
ス
市
民
の
要
件
と
は
別
個
の
も
の
と
観
念
さ
れ
て
き

(189) 

一
八
四
八
年
憲
法
第
二
五
条
で

「
ニ
―
歳
以
上
の
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
」
に
よ
る
男
子
普
通
選
挙
が
定
め
ら
れ
、

ニ―

歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
納
税
等
を
要
件
と
す
る
こ
と
な
く
、
政
治
的
権
利
を
享
有
す
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、

制
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①
 （面）

な
お
、
民
法
典
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
と
は
別
に
、
定
住
許
可
の
制
度
を
設
け
て
お
り
（
民
法
典
第
一
三
条
）
、
外
国
人
で
あ
っ
て

も
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
得
た
者
は
、

一
八
四
九
年
法
に
よ

っ
て
帰
化
の
要
件
が
厳
し
く
な
る
と
、
多
く
の
外
国
人
は
こ
の
定
住
許
可
を
選
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
。
手
続

(191
)
 

が
簡
単
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
帰
化
の
場
合
の
よ
う
に
兵
役
に
服
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
八
四
九
年
法
の
内
容

帰
化
制
度
の
創
設

一
八
四
九
年
法
は
、
ま
ず
、
帰
化
の
制
度
に
つ
い
て
、

一
八

0
八
年
元
老
院
決
議
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
件
を
厳
格
化
し
た
。

具
体
的
に
は
、
帰
化
は
、

素
行
調
査

(e
n
q
u
e
t
e
d
e
 m
o
r
a
l
i
t
e
)
を
行
っ
た
上
で
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
賛
意
を
得
て
大
統
領
が
決
定
す

る
と
し
た
（
同
法
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
）
。
ま
た
、
帰
化
の
要
件
と
し
て
、

ニ

―
歳
に
な
っ
た
後
に
、
民
法
典
第
一

三
条
の
定
住
許

可
を
得
た
上
で
、

の
た
め
、

1
0
年
間
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
こ
と
を
定
め
た
（
同
法
第
一
条
第
三
項
）
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
帰
化
の
た
め
に
は
、
定

住
の
許
可
と
帰
化
の
決
定
と
い
う
二
重
の
許
可
が
必
要
に
な

っ
た
。
他
方
、

住
期
間
を
一
年
に
短
縮
し
た

ま
た
、
国
民
議
会
議
員
の
被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
帰
化
に
よ
っ
て
自
動
的
に
付
与
す
る
の
で
な
く
、
別
途
法

律
で
定
め
る
こ
と
と
し
た

（
同
法
第
二
条
）
。

（
同
法
第
一
条
第
四
項
）
。

ス
市
民
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
外
国
人
に
関
し
て
は
、

八
年
憲
法
に
よ
っ
て
、
政
治
的
権
利
主
体
と
私
法
上
の
権
利
主
体
の
要
件
の
乖
離
は
解
消
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、
政
治
的
権
利
主
体
の
前
提
と
な
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
民
法
典
が
定
め
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
生

(Ioo)
 

ま
れ
た
外
国
人
に
関
し
て
は
定
住
宣
言
を
条
件
と
す
る
生
地
主
義
を
と
っ
て
い
た
（
民
法
典
第
九
条
）
。
ま
た
、
外
国
で
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン

一
八

0
八
年
元
老
院
決
議
が
掃
化
の
道
を
開
い
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
間
は
、
す
べ
て
の
私
権
を
享
有
で
き
た
。
こ

フ
ラ
ン
ス
に
重
要
な
貢
献
を
す
る
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
居
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四 （
参
考
18)

(192) 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
帰
化
及
び
滞
在
に
関
す
る

一
八
四
九
年

―
二
月
三
日
の
法
律
（
抄
）

共
和
国
大
統
領
は
、
帰
化
の
申
請
に
対
す
る
決
定
を
行
う
。

帰
化
は
、
当
該
外
国
人
の
素
行
に
関
す
る
政
府
の
調
査
を
経
て
、

当
該
外
国
人
は
、
さ
ら
に
次
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

満
ニ
―
歳
に
達
し
た
後
、
民
法
典
第

一
三
条
に
従
い
、

帰
化
し
た
外
国
人
は
、
法
律
に
従
っ
て
の
み
国
民
議
会
の
被
選
挙
権
を
享
有
す
る
。

②
そ
の
許
可
以
降
一

0
年
間
、
フ
ラ
ン
ス
に
居
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

①
 

第
一
条

排
斥
は
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、

月
の
間
拘
禁
で
き
る
と
し
た
。

に
対
し
、

る
権
限
を
内
務
大
臣
に
与
え
た
。

外
国
人
の
国
外
追
放
措
置

は
、
治
安
対
策
と
し
て
、

一
八
四
九
年
法
で
は
、
時
限
立
法
だ
っ
た
一
八
三
二
年
法
及
び
一
八
一二
四
年
法
を
一
部
改
め
た
上
で
恒
久
化
し
た
。
具
体
的
に

フ
ラ
ン
ス
を
旅
行
し
又
は
居
住
す
る
す
べ
て
の
外
国
人
に
対
し
国
外
退
去
を
命
じ
、
彼
ら
を
国
境
に
連
行
で
き

一
八
三

二
年
法
で
は
「
公
の
秩
序
又
は
平
穏
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
た
の

一
八
四
九
年
法
は
こ
の
よ
う
な
要
件
を
設
け
ず
（
同
法
第
七
条
第

一
項
）
、
内
務
大
臣
の
裁
量
権
を
拡
大
し
て
い
る
。
民
法
典
に

一
八
――
一
四
年
法
と
同
じ
く
、

よ
る
定
住
許
可
を
得
た
外
国
人
に
関
し
て
も
同
様
の
権
限
を
与
え
た
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
定
住
許
可
を
撤
回
し
な
い
限
り
、
国
外
退
去

等
の
期
間
は
二
か
月
に
限
定
さ
れ
た
（
同
法
第
七
条
第
二
項
）
。
ま
た
、
違
反
者
に
対
し
て
は
、

一
八
四
九
年
法
は
、
帰
化
か
、
国
外
追
放
か
と
い
う
形
で
外
国
人
の
選
別
を
制
度
化
し
て
お
り
、
外
国
人
の
制
度
的
な

②
 次

に
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
賛
意
を
得
た
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
得
て
い
る
こ
と
。

一
月
か
ら
六
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後
に
政
府
の
許
可
な
く
フ
ラ
ン
ス
に
再
入
国
し
た
す
べ
て
の
外
国
人
は
、
裁
判
所
に
出
頭
さ
せ
ら
れ
、

刑
の
執
行
が
終
了
し
た
後
、
そ
の
者
は
国
境
に
連
行
さ
れ
る
。
（
以
下
略
）

一
八
六
七
年
法
に
よ
る
帰
化
要
件
の
改
正

第
二
帝
政
下
の
一
八
六
七
年
に
は
、
外
国
人
の
帰
化
を
増
や
す
た
め
、
帰
化
に
関
す
る

一
八
六
七
年
六
月
二
九
日
の
法
律
（
以
下
「
一

八
六
七
年
法
」
と
い
う
。
）
（
参
考

19
)
が
制
定
さ
れ
、

帰
化
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
帰
化
に
必
要
な
居
住
期
間
を

一
〇

年
か
ら
三
年
に
短
縮
す
る
と
と
も
に
、

(

C

)
 

第
八
条

る
。

去
す
る
こ
と
を
命
じ
、
及
び
そ
の
者
を
国
境
に
連
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

内
務
大
臣
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
許
可
を
得
た
外
国
人
に
対
し
、
同
じ
権
利
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
で
定
め
た
方
法
に
従
っ

て
許
可
が
撤
回
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
に
は
、

二
か
月
が
経
過
し
た
後
に
、
そ
の
措
置
は
効
力
を
失
う
。

国
境
の
県
に
あ
っ
て
は
、
県
知
事
は
、
直
ち
に
内
務
大
臣
の
指
示
を
仰
い
だ
上
で
、
居
住
し
て
い
な
い
外
国
人
に
関
し
、
同
じ
権
利
を
有
す

第
七
条

第
三
条

一
月
か
ら
六
月
の
拘
禁
を
宣
告
さ
れ
る
。

前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
重
要
な
貢
献
を
し
、
又
は
フ
ラ
ン
ス
に
産
業
、
有
用
な
発
明
若
し
く
は
優
れ
た
才
能
を
も
た

帰
化
が
宣
言
さ
れ
る
ま
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
こ
と
を
外
国
人
に
認
め
た
許
可
は
、
政
府
の
決
定
に
よ
っ
て
撤
回
し
、
又
は

変
更
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
政
府
は
、

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

内
務
大
臣
は
、
治
安
対
策
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
を
旅
し
、
又
は
居
住
す
る
す
べ
て
の
外
国
人
に
対
し
、
直
ち
に
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
か
ら
退

前
条
若
し
く
は
刑
法
典
第
二
七
二
条
で
明
記
さ
れ
た
措
置
の
執
行
を
逃
れ
、
又
は
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ

っ
て
フ
ラ
ン
ス
か
ら
出
国
し
た

一
年
の
期
間
短
縮
の
事
由
に
農
場
開
拓
を
追
加
し
た
。
ま
た
、
デ
ク
レ
に
よ

っ
て
帰
化
を
決
定
す

ら
し
、
又
は
大
規
模
な
工
場
を
設
立
す
る
外
国
人
の
た
め
に

1
0
年
の
期
間
は
一
年
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条
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第
一
一
条

帝
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

四 こ
の
改
正
に
よ

っ
て
、
帰
化
の
人
数
は
増
え
た
も
の
の
、
民
法
典
第
一

三
条
の
定
住
許
可
者
は
そ
の
三
倍
以
上
も
増
加
し
た
。
特
に
、

多
く
の
妻
や
子
が
定
住
許
可
を
得
て
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

フ
ラ

ン
ス

で
生
ま
れ
る
子
ど
も
は
増
え
た
も

(193) 

の
の
、
兵
役
を
嫌
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
選
ば
ず
、
定
住
許
可
に
甘
ん
じ
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

(194)
 

（参
考
19)
帰
化
に
関
す
る
一
八
六
七
年
六
月
二
九
日
の
法
律
（
抄
）

一
八
四
九
年

i

二
月
三
日
の
法
律
第

一
条
及
び
第
二
条
は
、
次
の
条
文
に
置
き
か
え
ら
れ
る
。

満
ニ

―
歳
に
達
し
た
後
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
第

一
三
条
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
許
可
を
得
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
ス
に

三
年
間
居
住
し
た
外
国
人
は
、

フ
ラ
ン
ス
市
民
の
す
べ
て
の
権
利
を
享
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
三
年
間
は
、
許
可
の
申
請
が
司
法
省
に
登
録
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
外
国
で
の
滞
在
期
間
は
、

一
年
に
短
縮

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
居
住
と
み
な
さ
れ
る
。

帰
化
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
当
該
外
国
人
の
素
行
に
関
す
る
調
査
の
後
に
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
承
認
し
た
司
法
省
の
報
告
に
基
づ
き
、
皇

前
条
で
定
め
ら
れ
た
一
二
年
の
期
間
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
重
要
な
貢
献
を
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
産
業
若
し
く
は
有
益
な
発
明
を
導
入
し
、
フ
ラ
ン

ス
に
優
れ
た
才
能
を
も
た
ら
し
、

で
き
る
。
（
以
下
略
）
》

フ
ラ
ン
ス
に
大
規
模
な
工
場
を
作
り
若
し
く
は
大
規
模
な
農
場
を
開
拓
す
る
外
国
人
の
た
め
、

《第

一
条

第
一
条

る
と

い
う
手
続
を
明
確
に
し
た
。
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他
方
、
国
際
的
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
が
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
保
護
領
化
し
た
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
た
イ
タ
リ
ア
が

一
八
八
二
年
に
オ
ー
ス
ト

（既
）

リ
ア
及
び
ド
イ
ツ
と
三
国
同
盟
を
結
び
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
間
で
再
び
緊
張
が
高
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
、
同
盟
国

側
に
属
す
る
外
国
人
の
増
加
は
フ
ラ
ン
ス
国
家
の
危
機
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
北
部
地
方
及
び
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
選
出
議

員
の
強
い
働
き
か
け
に
よ
り
、

回
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。

（
ア
）
改
正
の
背
景

一
八
七
三
年
か
ら
一
八
九
六
年
に
か
け
、

は
安
い
労
働
力
を
求
め
、

一
八
八
六
年
当
時
、
特
に
ベ
ル
ギ
ー
と
国
境
を
接
す
る
北
部
地
方
で
は
外
国
人
が
急
増
し
、

い
三
0
万
人
が
こ
の
地
方
に
住
ん
で
い
た
。
ベ
ル
ギ
ー
と
の
国
境
の
町
ア
ル
ワ
ン

め
、
県
庁
所
在
地
の
リ
ー
ル

(Lille
)

で
も
外
国
人
が
四
分
の

一
に
達
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
外
国
人
の
多
く
は
、

外
国
人
の
増
加
は
、
海
外
県
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
い
て
も
顕
著
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
人
に
な
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
兵
役
を
嫌
が
り
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
ろ
う
と
は
し
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
法
の
平
等
な
適

(195
)
 

用
が
形
骸
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
が
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
よ
る
弊
害
も
心
配
さ
れ
た
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
フ
ラ
ン
ス

人
よ
り
も
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
外
国
人
が
増
え
て
お
り
、
西
部
の
都
市
オ
ラ
ン
で
は
、
こ
れ
ら
の
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
を
上

ま
た
、

に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

(9
)
 一
八
八
九
年
法

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
外
国
人
の
子
で
あ

っ
て
そ
の
親
も
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
者
は
、
自
動
的
に
フ
ラ

(H
all
uin
)
 

フ
ラ
ン
ス
で
生
れ
、

で
は
人
口
の
四
分
の
三
を
外
国
人
が
占

フ
ラ
ン
ス
人
を
解
雇
し
て
外
国
人
労
働
者
を
雇
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
長
期
の
不
況
が
続
い
た
。
デ
フ
レ
が
進
み
、
成
長
が
鈍
化
す
る
中
で
、
企
業

フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
の
外
国
人
嫌
い

―1
0
万
人
の
外
国
人
の
三
割
近
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(197) 

ン
ス
人
に
な
る
と
い
う
二
重
の
生
地
主
義
が
民
法
典
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
普
仏
戦
争
で
の
敗
北
に
よ
っ

て
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
国
民
意
識
の
均
質
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
イ
）
改
正
の
内
容

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
の
得
喪
や
帰
化
に
関
す
る
法
令
を
整
理
し
て
民
法
典
に
取
り
込
む
と
と
も
に
、

一
八
八
九
年
六
月
二
六
日
の
国
籍
に
関
す
る
法
律
（
以
下

「
一
八
八
九
年
法
」
と
い
う
。
）
（
参
考
20)
は
、
そ
れ
ま
で
個
別
法
で
定
め

二
重
の
生
地
主
義
を
徹
底
し

た
。
具
体
的
に
は
、
民
法
典
第
八
条
に
第
二
項
か
ら
第
四
項
を
追
加
し
、
第
二
項
で
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
取
得
要
件
を
、
第
三
項
で
帰
化
の

要
件
を
、
第
四
項
で
帰
化
の
手
続
き
を
定
め
た
。
ま
た
、
第

一
三
条
に
第
二
項
を
追
加
し
て
定
住
許
可
の
有
期
化
な
ど
の
改
正
を
行
っ
た
。

(

a

)

私
権
と
政
治
的
権
利
の
分
離

一
八
八
九
年
法
は
、
民
法
典
第
七
条
を

一
部
改
め
、
前
段
で
は
、
改
正
前
と
同
様
、
私
権
の
行
使
は
政
治
的
権
利
の
行
使
と
は
別
で
あ

る
と
し
て
、
私
権
と
政
治
的
権
利
の
分
離
を
定
め
た
上
で
、
新
た
に
後
段
で
、
「
政
治
的
権
利
は
、
憲
法
及
び
選
挙
法
に
従
っ
て
取
得
さ
れ
、

保
持
さ
れ
る
」
こ
と
を
定
め
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
降
、
政
治
的
権
利
に
関
す
る
要
件
は
基
本
的
に
憲
法
で
定
め
ら
れ
て
き
た
が
、
第
三
共
和
政
の

一
八
七
五
年
憲
法
で

は
、
市
民
の
政
治
的
権
利
に
関
す
る
規
定
は
ほ
と
ん
ど
置
か
ず
、
下
位
規
範
た
る
選
挙
法
で
こ
れ
を
定
め
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、

八
九
年
法
に
よ
る
改
正
後
の
民
法
典
第
七
条
後
段
で
も
、
政
治
的
権
利
行
使
の
要
件
は
憲
法
の
専
管
事
項
で
は
な
く
、
選
挙
法
で
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
的
に
明
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
b
)
 
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件

一
八
八
九
年
法
は
、
民
法
典
第
八
条
に
第
一
―
項
を
追
加
し
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
と
し
て
次
の
も
の
を
定
め
た
。

八
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が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

号）
(i
)
国
内
外
を
問
わ
ず
、

一
七
九
一
年
憲
法
で
登
場
し
た
父
系
血
統
主
義
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

加
え
て、

改
正
前
の
民
法
典
で
は
明
記
さ
れ

て
い
な
か

っ
た、

(

~11

) 

フ
ラ
ン
ス
人
の
父
親
か
ら
生
ま
れ
た
子

（民
法
典
第
八
条
第
二
項
第

一
号
）

フ
ラ
ン
ス
人
の
父
親
の
子
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
生
ま
れ
た
場
合
も
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
こ
と
を
明
記
し
た
。
な
お
、
例

え
ば
非
嫡
出
子
の
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
母
親
の
子
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
生
ま
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

何
の
規
定
も
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
子
で
あ
っ
て
、
両
親
又
は
そ
の
国
籍
が
不
明
な
者
（
民
法
典
第
八
条
第
二
項
第
二
号
）

こ
れ
は
、
新
た
に
、
両
親
な
い
し
両
親
の
国
籍
が
不
明
な
場
合
に
つ
い
て
、
生
地
主
義
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

（面
）
フ
ラ
ン
ス
で
外
国
人
か
ら
生
ま
れ
た
子
で
あ
っ
て
、
親
た
る
外
国
人
も
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
者
（
民
法
典
第
八
条
第
二
項
第
三

こ
れ
が
最
も
重
要
な
改
正
と
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
親
と
子
が
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
場
合
、
そ
の
子
に
つ
い
て
は
、

ラ
ン
ス
で
の
居
住
を
要
件
と
せ
ず
、
か
つ
、
本
人
の
国
籍
選
択
を
認
め
ず
に
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
と
し
た
か
ら
で
あ
る

フ

（二
重
の
生
地
主

義）
。
二
重
の
生
地
主
義
の
考
え
方
を
最
初
に
取
り
入
れ
た

一
八
五
一
年
法
で
は
、
子
は
、
成
人
に
な
っ
た
時
点
で
、
外
国
人
の
資
格
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、
本
号
で
は
こ
の
よ
う
な
本
人
の
選
択
を
認
め
ず
、
し
た
が
っ
て
、
当
然
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
な
っ
て
兵

役
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
民
法
典
で
定
め
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
要
件
と
し
て
、
血
統
主
義
だ
け
で
な
く
、
生
地
主
義

こ
の
改
正
は
、
兵
役
な
ど
の
負
担
を
逃
れ
る
た
め
に
共
同
体
に
属
そ
う
と
し
な
い
者
に
対
し
、
市
民
と
し
て
の
義
務
の
履
行
を
強
制
し
、

(199
)
 

義
務
を
逃
れ
る
生
活
を
止
め
さ
せ
、
さ
ら
に
は
外
国
人
が
社
会
の
脅
威
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

二
重
の
生
地
主
義
は
、
親
も
子
も
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
エ
ス
プ
リ
、
性
向
、
習
慣
、
生
活
態
度
が
フ
ラ
ン
ス
人
で

あ
る
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
親
及
び
子
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
友
情
そ
の
他
の
関
係
を
持

っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
真
の
愛
着
を
持
っ
て

t
i
‘
 

こ
i
t
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帰
化
を
希
望
す
る
者
は
、

追
加
し
、

れ
た
場
合
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
。

い
る
と
仮
定
で
き
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

な
つ
な
が
り
が
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
を
拒
否
で
き
な
く
な
り
、
親
も
子
も
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
場
合
に

（別）

は
、
そ
の
子
は
当
然
に
フ
ラ
ン
ス
人
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
し
た
。

ラ
ン
ス
の
移
民
政
策
に
お
け
る
同
化
主
義

(assimilat
io
n
i
s
m
)

こ
こ
で
は
、
親
子
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
子
は
フ
ラ
ン
ス
で
育
ち
、
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
を
受
け
、
フ
ラ
ン
ス

の
文
化
や
習
慣
等
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
だ
と
い
う
考
え
を
前
提
に
、
そ
の
よ
う
な
子
は
当
然
に
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
と
し
て
お
り
、
フ

の
原
点
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
•
I
V
)
フ
ラ
ン
ス
で
外
国
人
か
ら
生
ま
れ
た
子
が
、
成
人
に
な
っ
た
と
き
に
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
し
て
い
る
場
合
（
民
法
典
第
八
条
第

二
項
第
四
号
）

t
ま、

こー
i

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
か
つ
、
成
人
の
時
点
で
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
と
い
う
条
件
を
満
た
す
子
は
、
出
生
か
ら
成
人

ま
で
の
間
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
の
が
通
常
な
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
強
い
つ
な
が
り
で
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
み
な
し
、
フ
ラ
ン

(202
)
 

ス
人
と
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
に
は
本
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
辞
退
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、

こ
の
辞
退
の
意
思
表
示
は
、
成
人
に
達
し
た
年
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
限
を
つ
け
た
。
移
入
民
の
子
が
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま

(
C
)

帰
化
（
民
法
典
第
八
条
第
二
項
第
四
号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
）

前
述
の
よ
う
に
、
婦
化
に
つ
い
て
は
一
八
六
七
年
法
で
定
め
て
い
た
。

一
八
八
九
年
法
は
、
民
法
典
第
八
条
に
第
三
項
及
び
第
四
項
を

一
八
六
七
法
の
内
容
を
厳
格
化
す
る
方
向
で
修
正
し
た
上
で
、
帰
化
の
制
度
を
民
法
典
で
定
め
る
こ
と
に
し
た
。

(i
)
申
請
後
三
年
間
の
居
住

（民
法
典
第
八
条
第
三
項
第
一
号
）

(103) 

一
八
八
九
年
法
の
委
任
を
受
け
た
一
八
八
九
年
八
月
一
三
日
の
デ
ク
レ
に
基
づ
き
、
司
法
省
に
掃
化
申
請
書

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
教
育
を
受
け
る
な
ど
フ
ラ
ン
ス
と
の
実
質
的
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さ
ら
に
一
八
八
九
年
法
で
は
、

ば
帰
化
で
き
る
と
し
た
。

を
承
継
し
、

フ
ラ
ン
ス
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
者
等
に
関
す
る
居
住
期
間
の
特
例
を
設
け
て
い
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
に
重
要
な
貢
献
を
し
た
者
等
に
つ
い
て
は
、

一
年
間
の
特
例
を
受
け
る
た
め
の
要
件
に

「
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
若
し
く
は
保
護
領
に
お
い
て
軍
務
に

一
八
六
七
年
法
は
、

(•I
V
)短
期
特
例
（
民
法
典
第
八
条
第
三
項
第

一二
号
）

定
め
て
い
た

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
し
た
男
性
に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
。

人
と
な
る
事
由
と
さ
れ
て
い
た
が
、

一
八

0
三
年
の
民
法
典
で
は
、

そ
の
後
、

一
七
九
一
年
憲
法
、

一
七
九
三
年
憲
法
（
未
施
行
）
、

本
号
で
は
、

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
号
で
は
、
こ
の
帰
化
申
請
を
登
録
し
て
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
三
年
間
居
住
し
た
後
、
民
法
典
第
一
三
条

に
基
づ
く
定
住
許
可
を
得
た
外
国
人
は
、
帰
化
で
き
る
と
し
た
。
一
八
六
七
年
法
で
は
、
定
住
許
可
の
後
三
年
間
の
居
住
で
帰
化
で
き
た

の
に
対
し
、
本
号
で
は
、
帰
化
申
請
の
登
録
後
三
年
間
居
住
し
、
さ
ら
に
定
住
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
帰
化
の
要
件
を

函
）

加
重
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
民
法
典
第
一
三
条
の
定
住
許
可
は
、
帰
化
の
た
め
の
事
前
手
続
と
化
し
た
。

1
0
年
間
中
断
す
る
こ
と
な
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
で
き
れ
ば
、
帰
化
で
き
る
と
し
た
。
こ
れ
は
、
定
住
許
可
を

必
要
と
し
な
い
と
い
う
点
で
新
た
な
帰
化
事
由
で
あ
り
、
こ
の
一

0
年
間
に
は
ニ
―
歳
前
の
居
住
期
間
も
含
ま
れ
る
。

扉
）
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
の
結
婚
（
民
法
典
第
八
条
第
三
項
第
四
号
）

フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
し
た
者
は
、
住
所
を
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
一
年
経
過
す
れ
ば
帰
化
で
き
る
。
革
命
直
後
の

一
七

九
0
年
四
月
一

0
日
の
デ
ク
レ
で
は
、
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
と
な
る
要
件
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
の
結
婚
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

（第―

二
条
）
も
の
の
、

一
七
九
五
年
憲
法
に
お
い
て
も
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
の
結
婚
が
フ
ラ
ン
ス

(~11) 

1
0
年
間
の
継
続
居
住
（
民
法
典
第
八
条
第
三
項
第
二
号）

フ
ラ
ン
ス
人
男
性
と
結
婚
し
た
外
国
人
女
性
は
夫
の
条
件
に
従
う
旨

一
八
八
九
年
法
も
こ
れ

フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
一
年
が
経
て
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与
す
る
制
度
に
な

っ
た
。

就
い
た
こ
と
」
を
追
加
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
や
チ
ュ
ニ
ジ
ア
な
ど
に
関
し
て
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

(

V

)

素
行
調
査
の

一
般
化

（民
法
典
第
八
条
第
四
項
）

一
八
八
九
年
法
は
、
帰
化
に
つ
い
て
、

デ
タ
の
承
認
は
不
要
と
し
た
。

つ
い
て
は
、
帰
化
後
一

0
年
経
た
な
け
れ
ば
与
え
な
い
と
し
た
。
こ
の
規
定
は
、

(
Vl
)

被
選
挙
資
格
の
制
限

(
-
八
八
九
年
法
第
三
条
）

一
八
八
九
年
法
は
、
帰
化
し
た
外
国
人
は
、
す
べ
て
の
私
権
及
び
政
治
的
権
利
を
享
有
す
る
と
し
つ
つ
、
立
法
議
会
の
被
選
挙
資
格
に

フ
ラ
ン
ス
人
と
な
っ
た
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
二
璽
の

生
地
主
義
に
基
づ
く
者
な
ど

（民
法
典
第
八
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
）
と
、
帰
化
に
よ

っ
て
国
籍
を
取
得
し
た
者

（民
法
典
第
八

条
第
二
項
第
五
号）

を
区
別
し
、
後
者
の
政
治
的
権
利
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
制
限
は
、

(205) 

の
法
律
に
よ

っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

(d
)
定
住
許
可
の
有
期
化

（民
法
典
第

一
三
条
第
二
項
）

一
八
八
九
年
法
は
、
民
法
典
第

一
三
条
に
第
二
項
を
追
加
し
、
外
国
人
が
帰
化
を
申
請
せ
ず
又
は
婦
化
の
申
請
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に

は
、
定
住
許
可
は
五
年
で
失
効
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

(b
)

（．
lV)

で
述
べ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
外
国
人
か
ら
生
ま
れ
た

子
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
辞
退
し
た
場
合
に
も
、
私
権
の
享
有
が
五
年
間
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

t
よ、

こ
ー
ー

一
八
六
七
年
法
と
同
様
、

素
行
調
査
を
要
件
と
す
る
こ
と
を
明
記
し
、
他
方
、

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
外
国
人
が
、
兵
役
を
逃
れ
る
た
め
、

コ
ン
セ
イ
ユ

・

一
九
八
三
年

―
二
月
二
0
日

フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
取
得
せ
ず
、
定
住
許
可
の
制
度
を
乱
用
し
て

フ
ラ
ン
ス
で
の
生
活
を
続
け
る
の
を
防
止
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
、
定
住
許
可
は
、
帰
化
ま
で
の
間
、

暫
定
的
に
私
権
を
付
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用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

一
八
八
九
年
法
第
二
条
で

一
八
六
五
年
元
老
院
決
議
な
ど
の
並
存
を
認
め
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
両
者
の
帰
化
要

件
に
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
た
め
に
そ
の
溝
を
埋
め
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
改
正
後
の
民
法
典
第
八
条
第
三
項
第
一
号
で
は
、

に
帰
化
の
申
請
を
登
録
し
た
上
で
、
三
年
間
の
居
住
後
に
別
途
定
住
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
も
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
で
あ
る
以
上
、

(
~11
) 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
特
例

（
ウ
）
植
民
地
へ
の
適
用

一
八
八
九
年
法
制
定
へ
の
影
響

前
述
の
よ
う
に
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
外
国
人
が
急
増
す
る
中
で
、

ジ
ェ

リ
ア
に
お
け
る
三
年
間
の
居
住
を
要
件
に
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
帰
化
を
認
め
て
い
た
が
、
こ
れ
は
本
人
の
申
請
を
前
提
と
し
て
い
た
た

め
、
実
効
が
上
が
ら
な
か

っ
た
。

他
方
、
外
国
人
に
対
し
過
剰
な
制
約
を
課
せ
ば
、
彼
ら
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
出
て
行
き
、
植
民
地
支

配
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な
る
。
そ
こ
で
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
外
国
人
に
は
強
制
的
に
フ
ラ
ン
ス
国
籍
を
与
え
る
こ
と
に

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
案
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
考
案
さ
れ
、

だ
っ
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
本
国
に
伝
え
ら
れ
た
。
当
初
、
政
府
や
元
老
院
は
こ
の
案
に
反
対

ア
ル
ジ
ェ
出
身
の
議
員
が
代
議
院
に
お
い
て
成
立
を
強
く
働
き
か
け
、
結
局
、

八
八
九
年
法
を
適
用
す
る
も
の
の
、

法
と
し
て
陽
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た

。

た
だ
し
、

(
~
1
1
)

で
述
べ
る
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

(201
)
 

一
八
六
五
年
元
老
院
決
議
そ
の
他
の
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
特
別
法
も
効
力
を
有
す
る
と
し
た

(
-
八
八
九

年
法
第
二
条
）。

(
i
)
 (

a
)
 
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

一
八
六
五
年

フ
ラ
ン
ス
全
土
に
適
用
さ
れ
る

一
八
八
九
年

一
八
八
九
年
法
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
民
法
典
が
フ
ラ
ン
ス
本
国
と
同
じ
く
適

三
年
間
の
フ
ラ
ン
ス
居
住
を
理
由
と
し
て
帰
化
す
る
た
め
に
は
、
事
前

(206) 

一
八
六
五
年
元
老
院
決
議
第
三
条
は、

ア
ル
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《第
七
条

第

一
条

元
老
院
決
議
第
三
条
で
は
、
こ
れ
ら
事
前
登
録
や
許
可
を
必
要
と
せ
ず
、

ば
帰
化
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
在
住
外
国
人
の
帰
化
を
容
易
に
す
る
た
め
に
は
、

(208
)
 

引
き
続
き
維
持
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

典
が
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

。
た
だ
し
、
保
護
領
た
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
の
緊
密
な
関
係
を
考
慮
し
、

デ
ク
レ
で
、

す
る
外
国
人
は
、

一
八
八
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
保
護
領
と
な
っ
た
も
の
の
、

し
か
し
、
こ
の
デ
ク
レ
に
対
し
て
は
、

一
八
六
五
年
元
老
院
決
議
第
三
条
で
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
関
し
て
定
め
た
の
と
同
じ
内
容
、
す
な
わ
ち
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
居
住

函
）

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
お
け
る
三
年
間
の
居
住
を
証
明
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
化
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
。

フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
だ
こ
と
の
な
い
チ
ュ
ニ
ジ
ア
居
住
外
国
人
に
帰
化
を
認
め
る
と
い
う
内
容
面

で
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
法
律
で
は
な
く
デ
ク
レ
で
こ
れ
を
定
め
た
と
い
う
立
法
手
続
面
で
も
問
題
が
あ
る
の
で
、
撤
回
す
べ
き
だ

(210
)
 

と
の
批
判
が
あ
っ
た
。

一
八
八
九
年
法
は
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
関
し
、

に
居
住
す
る
外
国
人
が
含
ま
れ
る
。
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
定
住
許
可
後
一
年
間
の
居
住
で
帰
化
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
（
民
法
典
第
八
条

第一＿
一
項
第
三
号
）
。

（参
考
20)

民
法
典
第
七
、
八
、
九
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、

(b
)
 

私
権
の
行
使
は
、
政
治
的
権
利
の
行
使
と
は
別
で
あ
り
、
政
治
的
権
利
は
、
憲
法
及
び
選
挙
法
に
従

っ
て
取
得
さ
れ
、
保
持
さ
れ
る
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア

1
0
、
―二
、

一
三
、

一七、

(211) 

一
八
八
九
年
六
月
二
六
日
の
国
籍
に
関
す
る
法
律

一
八、

l

九‘

―
1
0
及
び
ニ―

条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
三
年
間
の
居
住
を
証
明
し
さ
え
す
れ

フ
ラ
ン
ス
と
は
別
の
主
権
国
家
な
の
で
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
軍
務
に
就
い
た
外
国
人
（
こ
れ
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
民
法

一
八
八
七
年
七
月
二
九
日
の

チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
及
び
チ
ュ
ニ
ジ
ア

一
八
六
五
年
元
老
院
決
議
の
効
力
を
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若
し
く
は
農
業
経
営
を
興
し
、
又
は
、
ど
の
よ
う
な
資
格
に
お
い
て
で
あ
れ
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
若
し
く
は
保
護
領
に
お
い
て
軍
務
に
就
き
、
か

③
 
フ
ラ
ン
ス
に
重
要
な
貢
献
を
し
、
優
れ
た
才
能
を
も
た
ら
し
、
又
は
、
産
業
若
し
く
は
有
益
な
発
明
を
提
供
し
、
又
は
、
工
業
そ
の
他
の
施
設

つ
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
一
年
が
経
っ
た
外
国
人

外
国
で
の
滞
在
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
居
住
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
 

1
0
年
間
中
断
す
る
こ
と
な
く
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
外
国
人
。
フ
ラ

ン
ス
政
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
の

定
め
る
許
可
を
得
た
外
国
人

①
 
司
法
省
に
帰
化
申
請
を
登
録
し
て
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
三
年
間
居
住
し
た
後
に
、
こ
の
法
律
第
一
三
条
の
規
定
に
従
い
、
住
所
を
フ
ラ
ン
ス
に

次
の
者
は
、
婦
化
で
き
る
。

⑤
帰
化
し
た
外
国
人

④
 

③
 

②
 

①
 
フ
ラ
ン
ス
又
は
外
国
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
人
の
父
か
ら
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
個
人
は
、

判
に
よ
っ
て
親
子
関
係
が
証
明
さ
れ
た
非
嫡
出
子
は
、
最
初
に
証
明
が
な
さ
れ
た
親
の
国
籍
に
従
う
。
同
一
の
認
知
行
為
又
は
裁
判
に
よ
っ
て

父
及
び
母
の
国
籍
が
証
明
さ
れ
た
場
合
に
は
、
子
は
父
の
国
籍
に
従
う
。

フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。
未
成
年
の
間
に
認
知
又
は
裁

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
個
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
両
親
が
不
明
又
は
両
親
の
国
籍
が
不
明
な
者

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
外
国
人
か
ら
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
個
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
国
人
も
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
者

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
外
国
人
か
ら
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
個
人
で
あ
っ
て
、
成
人
に
達
し
た
と
き
に
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者
。
た

だ
し
、
成
人
に
達
し
た
年
に
、

次
の
者
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、

フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
。

第
八
条
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
私
権
を
享
有
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
辞
退
・
:
・
：
し
な
い
場
合
に
限
る
。
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フ
ラ
ン
ス
人
女
性
と
結
婚
し
、

同
じ
く
住
所
を
定
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
一
年
が
経
っ
た
外
国
人

帰
化
は
、
当
該
外
国
人
の
素
行
調
査
を
経
た
後
、
申
請
に
基
づ
き
、
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
外
国
人
か
ら
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
個
人
で
あ
っ
て
、
成
人
に
な

っ
た
と
き
に
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
し
な
い
者
は
、

満
―
―
―
―
歳
に
達
す
る
ま
で
に
、
そ
の
住
所
を
フ
ラ
ン
ス
に
定
め
る
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
表
明
行
為
か
ら
一
年
以
内
に
フ
ラ
ン
ス

に
住
所
を
定
め
た
場
合
に
は
、
宣
言
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
宣
言
は
、
司
法
省
に
登
録
さ
れ
る
。

そ
の
者
が
満
ニ
―
歳
に
達
し
な
い
場
合
に
は
、
宣
言
は
、
そ
の
者
の
名
に
お
い
て
、
そ
の
父
親
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
（中
略
）

国
勢
調
査
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
、
外
国
人
た
る
身
分
に
何
の
反
対
も
せ
ず
国
勢
調
査
の
対
象
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
も
ま
た
フ
ラ
ン

ス
人
と
な
る
。

第

―
二
条

第

一
三
条

フ
ラ
ン
ス
人
と
結
婚
す
る
外
国
人
は
、
そ
の
夫
の
条
件
に
従
う
。

（中
略
）

デ
ク
レ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス

に
住
所
を
定
め
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
外
国
人
は
、
す
べ
て
の
私
権
を
享
有
す
る
。

許
可
の
効
果
は
、
当
該
外
国
人
が
帰
化
を
申
請
せ
ず
、
又
は
帰
化
の
申
請
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、
五
年
で
失
効
す
る
。（
中
略
）

第
一
七
条

1
第
ニ

―
条
（
略
）》

こ
の
法
律
は
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
及
び
ガ
ド
ウ
ル
ー
プ
、
マ

ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
及
び
レ
ユ
ニ

オ
ン

の
植
民
地
に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
一
八

六
五
年
七
月
一
四
日
の
元
老
院
決
議
及
び
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
に
お
け
る
帰
化
に
関
す
る
そ
の
他
の
特
別
な
規
定
は
、
適
用
を
続
け
る
。

第
三
条

帰
化
し
た
外
国
人
は
、

が
こ
の
期
間
を
短
縮
し
な
い
限
り
、
帰
化
の
デ
ク
レ
の
一

0
年
後
で
な
け
れ
ば
、
立
法
議
会
の
被
選
挙
資
格
を
有
し
な
い
。
こ
の
期
間
は
、

一
年

ま
で
短
縮
で
き
る
。
（
以
下
略
）

第
二
条

第
一

0
条

（

略

第
九
条

四 ④
 

フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
に
結
び
付
け
ら
れ
る
す
べ
て
の
私
権
及
び
政
治
的
権
利
を
享
有
す
る
。
た
だ
し、

特
別
法
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（エ
）
無
申
告
労
働
者
の
雇
用
を
抑
制
し
た
一
八
九
三
年
法
等

一
八
八
九
年
法
か
ら
四
年
後
の
一
八
九
三
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
労
働
者
の
仕
事
を
移
民
か
ら
守
る
た
め
、
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国

人
の
滞
在
及
び
国
民
の
労
働
の
保
護
に
関
す
る

一
八
九
三
年
八
月
八
日
の
法
律
」
（
以
下
「
一
八
九
三
年
法
」
と
い
う
。）

（
参
考
21)
が
制

定
さ
れ
た
。

l

八
九
三
年
法
で
は
、
職
業
活
動
を
行
う
た
め
フ
ラ
ン
ス
に
来
た
外
国
人
で
、
定
住
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
者
は
、

町
村
役
場
で
居
住
の
申
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

（第一

条
第
一
項
）
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
五

0
フ
ラ
ン
か
ら
―

10
0
フ
ラ

ン
の
罰
金
に
処
す
と
し
た
（
第
三
条
第

一
項
）。

申
告
し
た
外
国
人
は
外
国
人
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
（
第
一
条
第

一
項
）
、
外
国
人
登
録
簿

の
抄
本
を
身
分
証
書
と
し
て
携
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
町
村
を
移
動
す
る
場
合
は
、
そ
れ
を
提
示
し
、
新
た
な
市
町
村
で
証
印
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
一
条
第
二
項
、
第
三
項
）
。
虚
偽
の
申
告
等
を
行
っ
た
外
国
人
は
、

金
を
科
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

必
要
が
あ
れ
ば
、

一
時
的
又
は
無
期
限
に
フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
入
国
が
禁
止
さ
れ
た

他
方
、
外
国
人
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
外
国
人
が
登
録
証
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
＿
雇
用
す
る
と
単
純
警
察

罪
で
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
二
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
雇
用
者
は、

登
録
証
明
書
を
持
た
な
い
外
国
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
な
く

以
上
の
よ
う
に
、

一
八
九
三
年
法
は
、
職
業
活
動
目
的
の
移
入
民
に
対
し
居
住
申
告
の
義
務
化
と
い
う
形
で
事
前
規
制
を
行
っ
た
だ
け

で
な
く
、
雇
用
主
が
登
録
証
を
持
つ
外
国
人
し
か
雇
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
人
の
雇
用
を
抑
制
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
の

雇
用
の
確
保
を
固
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
は
、
公
的
な
職
業
や
労
働
者
代
表
か
ら
外
国
人
が
排
斥
さ
れ
て
行
く
。
例
え
ば
、
職
業
組
合
の
設
立
を
認
め
た

(212) 

一
八
八
四
年
一
＿
一月
＝
―
-
日
の
法
律
で
は
、
職
業
組
合
の
役
員
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
（
第
四
条
第
五
項
）
。
こ
の

な
っ
た
。

（
第
三
条
第
二
項）
。

1
0
0
フ
ラ
ン
か
ら
三
0
0
フ
ラ
ン
の
罰

一
週
間
以
内
に
市
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第
三
条

登
録
証
明
書
を
持
た
な
い
外
国
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
そ
の
者
を
雇
お
う
と
す
る
者
は
、
単
純
野
察
罪
の
刑
に
処
さ
れ
る
。

定
め
ら
れ
た
期
限
内
に
法
律
で
定
め
る
申
告
を
行
わ
ず
、
又
は
最
初
の
申
告
の
際
に
証
明
書
の
作
成
を
拒
否
し
た
外
国
人
は
、
五

0
フ

虚
偽
又
は
誤
っ
た
申
告
を
故
意
に
行

っ
た
者
は
、
一

0
0
フ
ラ
ン
か
ら
三
0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
処
さ
れ
、
か
つ
、
必
要
が
あ
れ
ば
、

又
は
無
期
限
に
フ
ラ
ン
ス
領
土
へ
の
入
国
が
禁
止
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
領
土
か
ら
追
放
さ
れ
、
か
つ
、
政
府
の
許
可
な
く
フ
ラ
ン
ス
領
土
に
再
入
国
し
よ
う
と
し
た
外
国
人
は
、
一
月
か
ら
六
月
の
間
拘
禁

さ
れ
る
。
刑
期
が
満
了
し
た
後
、
そ
の
者
は
、
国
外
に
退
去
さ
れ
る
。（
以
下
略
）

ラ
ン
か
ら
二

0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
。

第
一
一
条

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

手
続
に
従
い
、
外
国
人
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
る
。

第

一
条

よ
う
に
し
て
、

（
参
考
21)

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
権
利
は
縮
小
し、

フ
ラ
ン
ス
人
と
外
国
人
が
階
層
化
さ
れ
、
外
国
人
の
中
で
も
フ
ラ
ン
ス

人
に

《
ふ
さ
わ
し
い

(
dig
n
e
)
》
者
か
ど
う
か
で
選
別
さ
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
そ
の
愛
国
的
自
尊
心
を
満
た

(213
)
 

し
、
外
国
人
嫌
い
の
人
々
の
不
安
を
払
拭
し
、
さ
ら
に
は
人
口
増
加
と
い
う
利
益
を
享
受
し
た
。

(214) 

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
滞
在
及
び
国
民
の
労
働
の
保
護
に
関
す
る
一
八
九
三
年
八
月
八
日
の
法
律

職
業
、
商
業
又
は
工
業
を
行
う
た
め
市
町
村
に
到
着
し
た
が
、
定
住
が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
外
国
人
は
、
到
着
か
ら一

週
間
以
内
に
、
本

人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
、
市
町
村
役
場
で
居
住
の
申
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の
者
は
、
省
令
で
定
め
る

こ
の
登
録
簿
の
抄
本
は
、
身
分
証
書
の
形
式
で
、
手
終
料
と
引
き
換
え
に
、
申
告
者
に
交
付
さ
れ
る
。

市
町
村
を
移
動
し
た
場
合
は
、
当
該
外
国
人
は
、
到
着
か
ら
―
一
日
以
内
に
、
新
た
な
居
住
地
の
役
場
で
、
そ
の
登
録
証
明
書
に
証
印
を
押
さ
な

一
時
的
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し
か
し
、

重
ね
、

一
八

0
四
年
に
皇
帝
の
座
に
就
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
（
第

一
帝
政
）

（第
二
次
王
政
復
古
）
。

ロ
シ
ア
、
プ
ロ
シ
ア
な
ど
と
の
戦
い
に
敗
れ
て

一
八
一

四
年
四
月
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
退
位
し
、

同
年
五
月
に
王

一
八

一
五
年
三
月
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
エ
ル
バ
島
を
脱
出
し
て
皇
帝
に
復
位
す
る
も
の
の
、
ワ
ー
テ
ル
ロ

ー
の
戦
い
で
イ
ギ
リ
ス
な
ど
に
敗
れ
て
三
か
月
で
退
位
し

（ナ
ポ
レ
オ
ン
の
百
日
天
下
）
、

第
二
次
復
古
王
政
期
の
最
初
の一

0
年
間
は
経
済
的
繁
栄
が
続
い
た
が
、

不
満
が
高
ま
る
中
で
、
シ
ャ
ル
ル

一
0
世
の
強
権
的
な
対
応
が
引
き
金
と
な
っ
て

一
八
三
0
年
七
月
に
七
月
革
命
が
起
き
る
。
そ
の
結

果
、
立
憲
君
主
制
が
と
ら
れ
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
王
」
ル
イ

・
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
よ
る
統
治
が
行
わ
れ
る

ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
初
期
発
展
期
で
あ
り
、
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
労
働
者
が
工
場
や
鉱
山
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
四
六
年
に
は
経
済
危
機
が
起
き
、
翌
年
に
は
政
治
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
相
次
い
だ
。
こ
の
た
め
、

政
が
復
活
す
る

（王
政
復
古
）
。

覇
者
に
な
る
。
し
か
し
、

ま
ず
、

（ア
）

一
九
世
紀
に
お
け
る
政
治
体
制
の
変
遷
と
社
会
経
済
状
況

本
章
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
定
義
に
関
す
る
法
制
度
上
の
区
切
り
と
し
て
、

の
概
ね
一
九
世
紀
全
般
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

〇

＼

舌

(1
)
Ijオ

（七
月
王
政
）。

こ
の
時
期
は
、

フ

一
八
0
三
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
法
典
以
降
一
八
八
九
年
法
ま
で

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
体
制
は
、
第

一
帝
政
か
ら
第
三
共
和
政
ま
で
七
回
も
変
遷
を

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
関
係
法
制
も
大
き
く
変
化
し
た
の
で
、
こ
の
間
の
動
き
を
ひ
と
ま
ず
整
理
し
て
お
き
た
い
。

は
近
隣
諸
国
を
征
服
し
、

フ
ラ
ン
ス
は
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の

一
八
二
九
年
か
ら
――1
0
年
に
か
け
て
不
況
が
襲
い
、
人
民
の

一
八
四
八
年
二
月
、
政

一
八
一
五
年
七
月
に
再
び
王
政
が
復
活
す
る



33 フランスにおける移民政策の展開 （五） (305) 

る
。

帰
さ
せ
、

外
交
面
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
三
世
は
、

府
に
抗
議
す
る
デ
モ
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
軍
が

一
斉
射
撃
を
行

っ
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
労
働
者
、
学
生
な
ど
が
蜂
起
し
、

二
月
革
命
が
起
こ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
君
主
制
は
否
定
さ
れ
、
第
二
共
和
政
が
始
ま
っ
た
。

一
八
四
八
年
―
―
一
月
、
第
二
共
和
政
で
初
の
普
通
選
挙
に
よ
る
大
統
領
選
挙
が
行
わ
れ
、

ル
イ
11

ナ
ポ
レ
オ
ン

・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
初
代

一
八
四
八
年
憲
法
が
禁
じ
て
い
た
大
統
領
再
選
を
実
現
す
る
た
め
、

ら
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
す
。
さ
ら
に

一
八
五
二
年

―一

月
に
は
、
人
民
投
票
を
実
施
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
と
な

っ
て
帝
政
を
復
活
さ
せ
た

（
第
二
帝
政
）
。
第
一
一
帝
政
期
は
、

フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
の
黄
金
期
で
も
あ
っ
た
。
鉄
道
網
が
全
国
的
に
整
備
さ
れ
、
製
鉄
業
な
ど
の
重
工

業
も
発
展
し
た
。
オ
ス
マ
ン
に
よ
る
パ

リ
改
造
計
画
が
実
施
さ
れ
、

産
業
を
担
う
労
働
者
と
し
て
入

っ
て
き
た
。

ス
エ
ズ
運
河
の
建
設
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
外
国
人
が
新
た
な

一
八
五
四
年
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
で

ロ
シ
ア
に
勝
利
し
、
フ
ラ
ン
ス
を
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
大
国
に
復

一
八
六

0
年
に
は
イ
タ
リ
ア
領
だ
っ
た
ニ
ー
ス
地
方
と
サ
ヴ
ォ
ア
地
方
を
フ
ラ
ン
ス
に
併
合
し
た
。
さ
ら
に
一
八
七

0
年
七

月
、
プ
ロ
シ
ア
を
相
手
に
普
仏
戦
争
を
開
始
す
る
が
、
同
年
九
月
の
ス
ダ
ン
の
戦
い
で
ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
自
身
が
捕
囃
と
な
り
、
第
二
帝

政
は
崩
壊
す
る
。
同
月
、
国
防
政
府
が
成
立
し
、
プ
ロ
シ
ア
と
の
戦
い
を
継
続
す
る
も
敗
北
を
重
ね
、

一
八
七

一
年

一
月
、
休
戦
協
定
を

締
結
し
て
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
を
ド
イ
ツ
に
割
譲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
反
発
し
た
パ
リ
市
民
は
、

革
命
的
自
治
政
府
、

一
八
七
一
年
――一月
、

パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー

ン
を
樹
立
す
る
が
、
二
か
月
余
り
で
鎮
圧
さ
れ
る
。
こ
れ
を
指
揮
し
た
マ
ク
マ
オ
ン
元
帥
が
大
統

領
と
な
り
、
第
三
共
和
政
が
成
立
す
る
。
こ
の
第
三
共
和
政
は
、

ペ
タ
ン
政
権
が
で
き
る

一
九
四

0
年
ま
で
の
七

0
年
間
続
く
こ
と
に
な

大
統
領
に
選
ば
れ
る
。
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、

一
八
五

一
年

―
二
月
に
自
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（イ）

植
民
地
支
配
と
移
入
民
の
状
況

(
a
)
植
民
地
支
配
の
状
況

フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
支
配
は
、

りヽ

一
般
的
に
二
つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
る
。
第

一
期
は
、

一
八
三

0
年
ま
で
の
時
期
を
指
す
。
こ
の
時
期
は
、

カ
ナ
ダ
を
中
心
と
す
る
北
ア
メ
リ
カ
や
カ
リ
ブ
海
の
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
な
ど
八

(215
)
 

百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
支
配
し
た
が
、
七
年
戦
争

(
gu
e
r
r
e
d
e
 S
e
p
t
 A
n
s
)
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
一

世
の
敗
北
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
ほ
と

一
八
――
1
0
年
か
ら
第
二
次
世
帯
大
戦
前
ま
で
で
あ
り
、
植
民
地
は
マ
グ
レ
ブ
を
含
ん
だ
北
ア
フ
リ
カ
を
は
じ
め
、
イ
ン
ド

シ
ナ
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
や
ニ
ュ

ー
カ
レ
ド
ニ
ア
な
ど
の
大
洋
州
、
南
米
の
ギ
ア
ナ
な
ど
す
べ
て
の
大
陸
に
わ
た
り
、
そ
の
面
積
は
絶
頂
期
の

一
九
一
九
年
か
ら

一
九
三
九
年
の
間
で
千
二
百
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
イ
ギ
リ
ス
に
次
い
で
二
番
目
の
広
さ
を
占
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
本

(216
)
 

国
を
含
め
る
と
、
地
球
上
の
面
積
の

一
0
分
の

一
、
世
界
の
人
口
の
五
％
に
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
が
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
第
二
期
の
始
ま
り
は
、
一
八
三

0
年
の
ア
ル
ジ
ェ
ヘ
の
侵
攻
で
あ
り
、
一
八
四
八
年
憲
法
に
よ
る
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
併
合
を
経
て
、

一
八
八
一
年
の
バ
ル
ド
条
約
に
よ
る
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
保
護
領
化
、

ブ
の
植
民
地
化
が
続
く
。
こ
の
間
、
政
治
体
制
は
、
王
政
に
始
ま
り
、
共
和
政
、
帝
政
、
共
和
政
と
変
遷
す
る
が
、
植
民
地
の
拡
大
と
い

う
基
本
方
針
に
変
更
は
な
か
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
の
間
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
打
ち
出
し
た
ア
ラ
ブ
王
国
構
想
は
、

的
な
生
活
形
態
を
尊
重
し
よ
う
と
し
た
点
で
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
ナ
ポ
レ
オ
ン

三
世
の
失
脚
と
と
も
に
消
滅
す
る
。
ま

た
、
か
つ
て
は
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
反
乱
軍
の
リ
ー
ダ
ー
だ

っ
た
ア
ブ
ド
ウ
ル
カ
ー
デ
ル
は
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

第
二
期
は
、

ん
ど
を
失
う
こ
と
に
な
る。

ア
ン
シ
ャ
ン

・
レ
ジ
ー
ム
の
一
六
世
紀
に
始
ま

一
九
―
二
年
の
フ
ェ
ス
条
約
に
よ
る
モ
ロ
ッ
コ
の
保
護
領
化
と
マ
グ
レ

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
民
族
自
決
を
認
め
、
現
地
人
の
伝
統

ア
ラ
ブ
王
国
の
副
国
王
に
予
定
さ
れ
る
ほ
ど

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
と
っ
て
一
時
代
を
画
す
る
人
物
だ
っ
た
。
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定
め
た
。
し
か
し
、

「百
日
天
下
」
の
時
期
に
は
、

へ
の
就
任
の
平
等
も
定
め
て
い
た
。

(b
)
移
入
民
の
状
況

一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
産
業
革
命
と
交
通
革
命
に
よ
っ
て
、
移
入
民
が
急
増
し
た
。

来
た
ド
イ
ツ
人
が
中
心
だ
っ
た
が
、

リ
ア
人
や
ベ
ル
ギ
ー
人、

一
九
世
紀
半
ば
に
な
る
と
、
産
業
革
命
に
よ
っ
て
職
人
の
仕
事
が
機
械
化
さ
れ
、
賃
金
の
安
い
イ
タ

ス
ペ
イ
ン
人
が
移
入
し
て
き
た
。
彼
ら
は
、
移
動
の
自
由
を
前
提
に
、
し
か
も
当
時
の
国
境
管
理
が
緩
や
か
だ

っ
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
職
や
労
働
を
求
め
る
た
め
に
近
隣
国
か
ら
移
入
し
て
き
た
。

一
九
世
紀
前
半
は
、
職
人
と
し
て
働
き
に

一
八
三

0
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
移
住
を
契
機
と
し
て
出
現
し
た
亡
命
者
は
、
そ
の
後
も
各
国
の
政
治
状
況
に
応
じ
て
出
現
し
続

け
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
、
何
ら
か
の
政
治
的
事
情
か
ら
祖
国
を
追
放
さ
れ
、
又
は
祖
国
に
住
み
続
け
る
の
が
困
難
に
な
っ
た
人
々
で

あ
り
、
労
働
目
的
の
移
民
と
は
そ
の
性
質
が
異
な
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

（ウ
）
フ
ラ
ン
ス
市
民
1
1
政
治
的
権
利
主
体
と
フ
ラ
ン
ス
人
1
1
私
法
上
の
権
利
主
体
の
要
件
の
変
遷

第
一
次
復
古
王
政
の

一
八
一
四
年
憲
章
で
は
、
政
治
的
権
利
主
体
に
関
す
る
一
般
的
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
王
政
に
も
か
か
わ
ら
ず
議

会
に
法
律
決
定
権
を
認
め
た
。
ま
た
、
代
議
員
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
納
税
を
要
件
と
す
る
三
0
歳
以
上
の
選
挙
人
に
よ
る
制
限
的
直

接
選
挙
制
を
と
り
、
そ
の
被
選
挙
資
格
に
つ
い
て
は
、
四

0
歳
以
上
の
高
額
納
税
者
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
文
官
・
武
官

一
八

一
五
年
帝
国
憲
法
附
加
法
で
、

代
議
院
議
員
は
人
民
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
と
定
め
、
普
通
選
挙
を

一
八
一
五
年
帝
国
憲
法
附
加
法
は
非
民
主
的
な
政
治
体
制
を
定
め
た
一
七
九
九
年
憲
法
な
ど
を
前
提
と
し
て
い
た
の

で
、
市
民
の
政
治
的
権
利
は
実
質
的
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

(
a
)

政
治
的
権
利
主
体
要
件
の
変
遷

他
方
、
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第
二
共
和
政
の
一
八
四
八
年
憲
法
で
は
、
男
子
普
通
選
挙
が
実
現
し
、
ニ

―
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
納
税
等
の
社
会
的
要
件
な
く
、

共
和
国
大
統
領
及
び
一
院
制
議
会
の
議
員
の
選
挙
人
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
憲
法
で

ニ
―
歳
以
上

の
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
私
法
上
の
権
利
及

び
政
治
的
権
利
を
享
有
す
る
と
明
記
し
た
た
め
、

分
が
憲
法
上
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
共
和
国
大
統
領
の
資
格
は
、
三
0
歳
以
上
で
あ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
、

人
民
議
員
の
被
選
挙
資
格
は
、
二
五
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
共
和
政
初
の
大
統
領
選
挙
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
選
ば
れ
、
大
統
領
と
議
会
の
対
立
が
深
ま
る
中
で
、
議
会
は
、

一
八
五

0
年
五
月
三
一
日
の
法
律
で
、
議
員
の
選
挙
人
資
格
に
つ
い
て
納
税
者
名
簿
へ
の
登
録
な
ど
を
要
件
と
す
る
制
限
選
挙
を
復
活
さ

せ
、
か
え
っ
て
人
民
の
反
発
を
か
っ
た
。

第
二
帝
政
の

一
八
五
二
年
憲
法
は
、
人
民
の
信
任
に
基
づ
く
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
統
治
す
る
人
民
投
票
制
を
と
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
立
法
府
の
地
位
は
劣
位
に
置
か
れ
、
法
律
案
を
否
決
す
る
権
限
の
み
を
有
し
て
い
た
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
は
、
憲
法
の
基
本
原

理
の
改
正
に
対
し
て
賛
否
を
表
明
で
き
た
。
ま
た
、
立
法
府
議
員
に
関
し
て
は
、
デ
ク
レ
に
お
い
て
、
選
挙
人
は
ニ
―
歳
以
上
、
被
選
挙

人
は

二
五
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
男
子
普
通
選
挙
が
実
現
さ
れ
て
い
た
。

第
三
共
和
政
の

一
八
七
五
年
憲
法
は
、
共
和
国
大
統
領
に
つ
い
て
は
代
議
院
と
元
老
院
の
両
院
の
議
員
が
選
出
す
る
間
接
選
挙
制
を
と

り
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
も
両
院
合
同
の
国
民
議
会
の
絶
対
多
数
で
決
す
る
間
接
投
票
制
を
と
っ
て
、
国
民
の
直
接
投
票
制
を
廃
止
し
た
。

要
件
を
法
律
に
委
任
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
次
復
古
王
政
で
は
、

一
八
一
四
年
憲
章
が
復
活
し
、
第

一
次
復
古
王
政
と
同
じ
状
況
に
戻
っ
た
。

た
七
月
王
政
期
の
一
八
三
0
年
憲
章
は
、

一
八

一
四
年
憲
章
の
改
正
と
い
う
形
を
と

っ
て
い
た
。
主
な
改
正
点
は
、
法
律
案
の
提
出
権
が

議
会
に
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
代
議
員
議
員
の
選
挙
人
の
年
齢
は
二
五
歳
に
、
被
選
挙
権
は
三

0
歳
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
ら
れ
、
納
税

フ
ラ
ン
ス
市
民
11
政
治
的
権
利
主
体、

フ
ラ
ン
ス
最
後
の
王
政
と
な
っ

フ
ラ
ン
ス
人
11

私
法
上
の
権
利
主
体
と
い
う
区
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ま
た
、
元
老
院
議
員
は
、
県
の
選
挙
人
団
及
び
国
民
議
会
に
よ
る
間
接
選
挙
で
選
出
す
る
の
に
対
し
、
代
議
員
議
員
は
直
接
普
通
選
挙
で

選
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
代
議
員
議
員
の
選
挙
人
の
資
格
に
つ
い
て
は
法
律
に
委
任
し
、
さ
ら
に
法
律
で
市
町
村
議
会
議
員
の
選
挙
人
資

格
を
引
用
し
た
た
め
、

―
―
一
歳
以
上
の
市
民
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
出
生
、
納
税
等
、
結
婚
又
は
一
一
年
間
の
居
住

と
い
う
事
実
関
係
の
存
在
が
選
挙
人
名
簿
の
登
録
要
件
に
な
っ
た
。
元
老
院
議
員
の
被
選
挙
資
格
は
、
四

0
歳
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
代
議
院
議
員
の
被
選
挙
資
格
は
、
選
挙
法
で

二
五
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

私
法
上
の
権
利
主
体
の
要
件
に
つ
い
て
は
一
八

0
1
―
一
年
の
民
法
典
第

I
編
で
定
め
て
お
り
、
血
統
主
義
を
基
本
と
し
て
い
た
が
、

ン
ス
で
生
ま
れ
た
外
国
人
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
定
住
す
る
意
思
の
宣
言
と
定
住
の
事
実
を
要
件
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
が

フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
外
国
人
に
つ
い
て
、
そ
の
父
親
も
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
て
い
れ
ば
フ
ラ
ン
ス

人
と
す
る
と
い
う
二
重
の
生
地
主
義
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
増
加
す
る
外
国
人
に
も
平
等
に
兵
役
負
担
を
担
わ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
ル

れ
ば
、
実
際
に
外
国
人
の
資
格
を
取
得
し
な
く
て
も
、

そ
こ
で
、

フ
ラ
ン
ス
人
に
な
ら
な
い
で
済
む
と
い
う
抜
け
穴
が
あ

っ
た
。

一
八
八
九
年
法
は
、
そ
れ
ま
で
に
個
別
法
で
定
め
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
資
格
の
得
喪
や
帰
化
に
関
す
る
法
令
を
整
理
し
て

民
法
典
に
取
り
込
む
と
と
も
に
、

二
重
の
生
地
主
義
を
徹
底
し
た
。
ま
た
、
兵
役
逃
れ
に
利
用
さ
れ
て
い
た
定
住
許
可
制
度
の
有
期
化
な

ど
も
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

二
重
の
生
地
主
義
に
つ
い
て
は
、
親
と
子
が
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た
場
合
、
そ
の
子
に
つ
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
の
居
住
を
要
件
と
せ
ず
、
し
か
も
、
本
人
の
国
籍
選
択
を
認
め
ず
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス

で
外
国
人
か
ら
生
ま
れ
た
子
が
成
人
に
な
っ
た
と
き
に
フ
ラ
ン
ス
に
住
所
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
本
人
が
成
人
に
達
し
た
年
に
辞
退

イ
11

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
意
向
で
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、

一
八
五

一
年
法
に
は
、
当
該
外
国
人
が
外
国
人
の
資
格
を
請
求
す

そ
の
後
、

一
八
五
一
年
法
で
は
、

請
求
で
き
る
と
し
て
い
た
（
民
法
典
第
九
条
）
。

(b
)
私
法
上
の
権
利
主
体
要
件
の
変
遷

フ
ラ
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に
対
し
て
は
、

一
八

0
二
年
元
老
院
決
議
に
よ
っ
て
一
年

化
主
義
の
考
え
方
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に

一
八
八
九
年
法
で
生
地
主
義
を
強
化
し
た
の
は
、
外
国
人
の
急
増
と
国
際
的
緊
張
の
高
ま
り
の
中
で
、
外
国
人
の
兵
役
逃

れ
を
防
ぎ
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
力
11
兵
力
を
増
強
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
子
ど
も
が
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
育
ち
、

フ
ラ
ン
ス
の
教
育
を
受
け
て
い
れ
ば
、

(
C
)

帰
化
制
度
の
変
遷

外
国
人
の
帰
化
を
認
め
る
権
限
は
、

七
九

0
年
四
月
一

0
日
の
デ
ク
レ
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
や
習
慣
等
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
い
う
同

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
で
は
国
王
の
専
権
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

一
定
の
社
会
活
動
実
績
を
加
味
し
た
居
住
地
主
義
に
基
づ
き
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
と
定

め
、
政
府
の
許
可
な
く
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
道
を
開
い
た
。
ま
た
、
帰
化
に
関
す
る
要
件
も
明
確
化
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
政
治
体
制
の
右
傾
化
と
と
も
に
、
と
き
の
権
力
者
が
政
治
的
に
利
用
す
る
た
め
の
帰
化
制
度
が
復
活
す
る
。
特
に

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
、
憲
法
や
民
法
典
の
不
備
を
補
う
た
め
に
帰
化
制
度
を
利
用
し
、
ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
に
貢
献
し
た
外
国
人

一
七
九
九
年
憲
法
が
一

0
年
間
居
住
を
要
件
と
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

間
居
住
と
い
う
短
期
帰
化
の
道
を
開
い
た
。
他
方
、

1
0
年
間
居
住
等
の
要
件
を
満
た
せ
ば
自
動
的
に
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
と
い
う
一
七

九
九
年
憲
法
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
八
0
九
年
皇
帝
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
帰
化
を
皇
帝
の
決
定
に
か
か
ら
し
め
た
。

一
八
四
八
年
の

二
月
革
命
時
に
は
、
臨
時
政
府
が
五
年
間
の
居
住
期
間
と
公
的
機
関
の
証
明
の
み
で
幅
広
く
帰
化
を
認
め
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
保
守
派
主
導
で
制
定
さ
れ
た
一
八
四
九
年
法
で
は
、
定
住
許
可
後
一

0
年
間
の
居
住
と
大
統
領
の
決
定
と
い
う
二
重
の
許
可

を
要
件
に
し
て
帰
化
を
厳
格
化
し
、
さ
ら
に
素
行
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
帰
化
し
た
外
国
人
に
は
、
国
民
議
会
の
被
選
挙
権

を
当
然
に
は
付
与
し
な
い
こ
と
に
し
た
が
、
同
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
貢
献
し
た
者
に
対
す
る
一
年
間
の
短
期
帰
化
も
認
め
た
。

の
意
思
を
表
示
し
な
い
限
り
、

フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
と
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
一
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（エ
）
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
現
地
人
の
取
扱
い

六
月
の
範
囲
で
拘
禁
で
き
る
と
し
た
。

(d
)
外
国
人
排
斥
立
法
の
登
場

え
な
い
こ
と
を
定
め
た
。

一
八
三
二
年
法
と
一
八
三
四
年
法
の
内
容
を
恒
久
化

第
二
帝
政
下
の
一
八
六
七
年
法
で
は
、
兵
役
を
担
う
外
国
人
の
帰
化
を
増
や
す
た
め
、
居
住
期
間
を
三
年
に
短
縮
す
る
な
ど
帰
化
の
要

件
を
緩
和
し
た
も
の
の
、
定
住
許
可
の
利
用
も
あ
っ
て
、
十
分
な
効
果
は
上
が
ら
な
か

っ
た
。

一
八
八
九
年
法
は
、
帰
化
の
制
度
を
民
法
典
で
定
め
る
こ
と
に
し
た
も
の
の
、
帰
化
申
請
の
登
録
後
三
年
間
の
居
住
に
加
え
て
定
住
許

可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
二
重
の
許
可
制
を
と
り
、
帰
化
を
厳
格
化
し
た
。
同
時
に
、
民
法
典
第

一
三
条
の
定
住
許
可
に
つ

い
て
、
外
国
人
が
帰
化
を
申
請
せ
ず
、
又
は
申
請
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
五
年
で
失
効
す
る
こ
と
に
し
、
帰
化
ま
で
の
間
暫
定
的
に
私

権
を
付
与
す
る
制
度
に
変
更
し
た
。
さ
ら
に
、
婦
化
し
た
外
国
人
に
は
、
帰
化
後
一

0
年
経
た
な
け
れ
ば
立
法
議
会
の
被
選
挙
資
格
を
与

一
八
三
一
年
に
始
ま

っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
移
住
は
、
自
由
の
砦
と
目
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
外
国
人
排
斥
立
法
を
誕
生
さ
せ
る
。

ま
ず
、
七
月
王
政
期
の
一
八
一
三
一
年
法
は
、
亡
命
外
国
人
を
―
つ
の
町
に
集
め
、
さ
ら
に
彼
ら
を
国
外
に
追
放
で
き
る
権
限
を
政
府
に
与

え
た
。
次
に
、
こ
れ
を
延
長
し
た

一
八
三
四
年
法
で
は
、
出
国
命
令
に
従
わ
ず
、
又
は
許
可
な
く
再
入
国
し
た
亡
命
外
国
人
を

一
月
か
ら

第
二
共
和
政
下
の
一
八
四
九
年
法
は
、
帰
化
の
要
件
を
厳
格
化
す
る
と
と
も
に
、

し
た
。
同
時
に
、
予
算
措
置
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
亡
命
外
国
人
に
対
す
る
援
助
措
置
も
講
じ
て
い
た
。

(
a
)
私
法
上
及
び
政
治
的
権
利
主
体
性
の
否
定

一
八
三
0
年
に
ア
ル
ジ
ェ
の
太
守
が
降
伏
し
、
第
二
共
和
政
の

一
八
四
八
年
憲
法
で
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
の
領
土
と
な
っ
た
。
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(b
)
現
地
人
統
治
制
度

制
限
さ
れ
て
い
た
。

フ
ラ

し
た
が
っ
て
、
同
憲
法
は
、
人
民
議
員
及
び
共
和
国
大
統
領
の
選
出
に
関
し
て
も
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
フ
ラ
ン
ス
本
国
と
同
様
に
位
置
づ
け

た
。
た
だ
し
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
現
地
人
は
、
「
市
民
」
で
は
な
く
「
臣
民
」
と
し
て
扱
わ
れ
、
選
挙
人
や
被
選
挙
資
格
の
前
提
と
な
っ
て

第
二
帝
政
の
一
八
五
二
年
憲
法
は
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
関
し
て
政
治
的
権
利
を
認
め
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ル
ジ
ェ
リ
ア
の
ア
ラ
ブ
王
国
化
を
構
想
し
、
そ
の
た
め
、

一
八
六
五
年
元
老
院
決
議
に
よ
っ
て
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
、

人
、
被
選
挙
人
と
な
る
た
め
に
は
、
私
法
上
の
権
利
及
び
政
治
的
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
前
提
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

ア

ア
ラ
ブ
人
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
完
全
な
平
等
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
部

族
と
い
う
ア
ラ
ブ
人
の
伝
統
的
な
生
活
形
態
を
尊
重
し
、
部
族
の
総
有
財
産
と
し
て
の
土
地
所
有
形
態
を
「
部
族
区
」
と
し
て
制
度
化
し

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
現
地
人
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
人
と
な
る
こ
と
を

一
夫
多
妻
制
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
教
の
習
慣
を
排
除
す
る
フ
ラ
ン
ス
私
法
の
壁
に
阻
ま
れ
、
実
際
に
フ
ラ
ン
ス
人
と
な

第
三
共
和
政
の

一
八
七
五
年
憲
法
で
は
、
元
老
院
議
員
及
び
代
議
院
議
員
と
も
に
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
か
ら
も
選
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
選
挙

フ
ラ
ン
ス
市
民

の
資
格
を
申
請
し
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
現
地
人
は
、
こ
れ
ら
の
資
格
を
も
た
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
、
自
治
体
で
の
政
治
的
権
利
も

ま
た
、
現
地
人
だ
け
が
ア
ラ
ブ
税
を
負
担
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
彼
ら
が
伝
統
的
に
従
っ
て
き
た
イ
ス
ラ
ム
法
は
否
定
さ
れ
、

ン
ス
の
近
代
法
規
範
ー
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
都
合
の
い
い
よ
う
に
修
正
さ
れ
た
法
規
範
ー
を

一
方
的
に
押
し
付
け
ら
れ
、
合
法
的
に

(217) 

そ
の
財
産
を
収
奪
さ
れ
て
い
く
。

現
地
人
は
、
財
産
だ
け
で
な
く
、
行
動
の
自
由
や
表
現
の
自
由
、
信
教
の
自
由
も
奪
わ
れ
て
行
く
。
従
前
は
、
軍
司
令
部
や
政
府
が
、

る
現
地
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

認
め
た
。
し
か
し
、

た
。
さ
ら
に
、

い
る

「
フ
ラ
ン
ス
人
」
で
は
な
か

っ
た
。
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現
地
人
統
治
制
度
で
禁
止
さ
れ
た
行
為
は
、
そ
の
内
容
か
ら
、

①
社
会
秩
序
維
持
の
た
め
の
も
の
、

②
行
政
決
定
へ
の
服
従
を
求
め
る

も
の
、

③
行
政
へ
の
よ
り
積
極
的
な
協
力
を
求
め
る
も
の
、
の
三
種
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

①
に
は
、

「
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
反
対
す
る
発
言
」
の
ほ
か
、

「市
場
に
お
け
る
喧
騒
、
騒
乱
：
．
口
論
」
、
「
許
可
の
な
い
巡
礼
又
は
集
団
会

食
：
祝
い
事
に
お
け
る
許
可
の
な
い
祝
砲
」
や

「許
可
な
く
宗
教
又
は
教
育
施
設
を
開
設
す
る
こ
と
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
行
動
や
表
現

の
自
由
だ
け
で
な
く
、
信
教
の
自
由
も
制
限
さ
れ
た
。
ま
た
、

②
に
は
、
「
当
局
か
ら
命
じ
ら
れ
た
巡
回
瞥
備
：
．
の
拒
否
」
な
ど
の
ほ
か
、

「
税
金
：
．
支
払
の
僻
怠
」
の
よ
う
に
、
市
民
と
し
て
の
義
務
に
属
す
る
事
項
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
そ
も
そ
も
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
現
地
人
に

は
、
フ
ラ
ン
ス
市
民
と
し
て
の
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
③
に
は
、
「
公
務
員
に
対
す
る
：
．
食
糧
、
飲
料
水
及
び
燃
料
の
提
供
の

拒
否
」
、
「
災
害
並
び
に
反
乱
：
．
に
際
し
、
求
め
ら
れ
た
援
助
や
仕
事
、
奉
仕
を
拒
絶
：
・
す
る
こ
と
」
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

禁
止
事
項
に
は
、
そ
も
そ
も
現
地
人
の
積
極
的
な
協
力
が
期
待
で
き
な
い
性
質
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
禁
止
行

為
違
反
に
は
、

二
週
間
の
拘
留
及
び
一

0
0
フ
ラ
ン
の
罰
金
が
科
さ
れ
た
。

じ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、

行
為
を
法
律
に
よ
ら
ず
規
則
で
定
め
た
。

弁
護
人
を
付
け
ず
に
非
公
開
で
判
決
を
言
い
渡
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

一
八
八

一
年
法
は
、
立
法
と
い
う
形
式
に
よ
っ
て
、
現
地
人
に
の

み
適
用
さ
れ
る
現
地
人
統
治
制
度
を
定
め
た
。
同
法
で
は
、
違
反
行
為
の
取
締
権
限
を
自
治
体
の
管
理
者
に
移
譲
す
る
と
と
も
に
、
違
反

し
か
し
、
こ
れ
は
、
現
地
人
の
み
に
適
用
さ
れ
る
罪
を
規
則
で
定
め
た
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
司
法
と
行
政
の
分
離
と
い
う
フ
ラ
ン

ス
法
の
基
本
原
則
に
反
し
て
行
政
当
局
に
刑
の
適
用
と
い
う
司
法
権
限
を
認
め
た
点
で
も
、
特
別
な
法
律
だ
っ
た
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

一
八
七
五
年
憲
法
で
は
、
市
民
の
権
利
保
障
に
関
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
の
で
、
少
な
く
と
も
憲
法
と
の
関
係
で
は
問
題
は
生
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(11
)
外
国
人
の
権
利
主
体
性
に
関
す
る
当
時
の
議
論

一
八
八

一
年
の
バ
ル
ド
条
約
に
よ
っ
て
、
モ
ロ
ッ
コ
は

一
九

―
二
年
の
フ
ェ
ス
条
約
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
保
護

領
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
当
時
の
国
内
的
、
国
際
的
状
況
は
異
な
る
も
の
の
、
国
内
が
混
乱
し
、
国
家
財
政
が
破
綻
に
瀕
し
た
頃
を
見
計

ら
っ
て
、
介
入
の
口
実
と
な
る
事
件
を
契
機
に
フ
ラ
ン
ス
が
軍
を
侵
攻
さ
せ
、
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
に
条
約
の
締
結
を
迫
る
と
い
う

チ
ュ
ニ
ジ
ア
及
び
モ
ロ
ッ
コ
両
国
は
、
実
質
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
保
護
領
で
あ
っ
た
た
め
、
国
家

と
し
て
の
独
立
性
は
失
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
も
フ
ラ
ン
ス
人
に
な
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
両
国
と
も
に
、

フ
ラ
ン
ス
軍
の
軍
事
占
用
を
認
め
た
だ
け
で
な
く
、
外
交
面
で
は
独
自
の
決
定
権
を
奪
わ
れ
、
国
家
財
政
も

フ
ラ
ン
ス
政
府
の
監
督
下
に
置
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
行
政
、
司
法
及
び
財
政

（
モ
ロ
ソ
コ
の
場
合
に
は
、
こ
れ
に
社
会
、
経
済
及
び
軍
隊

が
加
わ
る
。
）
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が

「有
用
」
と
判
断
す
る
改
革
を
行
う
こ
と
を
約
束
す
る
国
家
体
制
改
革
条
項
を
条
約
な
い
し

協
定
で
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
支
配
し
た
際
に
得
た
経
験
を
踏
ま
え
、
両
国
の
統
治
組
織
、
特

に
行
政
や
司
法
の
あ
り
方
を
フ
ラ
ン
ス
人
が
利
用
し
や
す
い
も
の
に
改
革
す
る
こ
と
を
支
配
当
初
か
ら
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
モ
ロ

ッ
コ
に
つ
い
て
は
、

教
の
慣
習
、
特
に
永
代
財
産
の
慣
習
を
保
護
す
る
こ
と
を
条
約
で
明
記
し
て
い
る
点
で
、

こ
こ

で、

経
過
は
共
通
し
て
い
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
保
護
領
に
な
る
こ
と
に
対
す
る
部
族
の
反
発
が
強
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
か
、
イ
ス
ラ
ム

オ
）
チ
ュ
ニ
ジ
ア
及
び
モ
ロ

ッ
コ
の
植
民
地
支
配

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
取
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
。

一
八
九

0
年
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
の
権
利
主
体
性
を
論
じ
た
ル
レ

(V
.L
E
R
A
Y
)
『
一
八
八
九
年
六
月
二
六

(218) 

日
の
法
律
及
び
外
国
人
の
身
分
』
(
-
八
九
一
年
）
と
い
う
文
献
が
あ
る
の
で
、
当
時
の
考
え
方
を
知
る
た
め
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。
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外
退
去
を
命
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（ア
）
政
治
的
権
利

(Droits
politiques
)
 

政
治
的
権
利
と
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
人
々
に
直
接
国
政
を
管
理
・
執
行
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
人
に
こ
の
よ
う
な
権
利
を
認
め

る
の
は
、
国
家
に
危
険
を
及
ほ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
認
め
ら
れ
な
い
。

（
イ
）
準
政
治
的
権
利

(Droits
quasi,polit1ques) 

準
政
治
的
権
利
と
は
、
人
々
に
公
権
力
の
一
部
を
行
使
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
行
政
、
司
法
と
い
っ
た
公
務
の
一
部
を
担
う
も
の
で
あ

り
、
公
証
人
や
陪
審
員
、
証
人
に
な
る
資
格
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
準
政
治
的
権
利
も
、
外
国
人
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
同
様
に
、
外

(219
)
 

国
人
は
、
弁
護
士
に
も
、
教
会
財
産
管
理
委
員
会

(c
o
n
s
e
i
l
d
e
 f
a
b
r
i
q
u
e
)

の
委
員
に
も
な
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

公
的
権
利
と
は
、
信
教
の
自
由
と
個
人
の
自
由
の
原
則
か
ら
帰
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
人
が
そ
の
身
体
的
、
知
的
、
精
神
的
能
力
を

行
使
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
。
こ
の
権
利
は
、
当
然
に
、
外
国
人
も
享
受
す
る
。
し
か
し
、
外
国
人
は
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
迷
惑
な
存
在

と
な
り
得
る
の
で
、

一
八
四
九
年
法
第
七
条
は
、
内
務
大
臣
又
は
国
境
の
県
知
事
の
命
令
で
、
そ
の
よ
う
な
外
国
人
を
国
外
に
退
去
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
た
。
他
方
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
対
し
て
は
、
重
罪
院

(c
o
u
r
d'assis
e
s
)

が
国
外
追
放
の
刑
に
処
さ
な
い
限
り
、
国

（ウ
）
公
的
権
利

(Oro1ts
p
u
b
l
i
c
s
)
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(
~
1
1)
条
約
非
締
結
国
の
外
国
人

相
互
主
義
の
観
点
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
人
が
そ
の
国
で
認
め
ら
れ
る
の
と
同
じ
権
利
を
行
使
で
き
る
。

(
a
)

定
住
許
可
を
得
た
外
国
人

私
的
権
利
と
は
、
私
法

(droit
p
r
i
v
e
)

に
属
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
民
事
上
の
権
利

(droits
civils)

で
あ
り
、
個
人
は
、
そ
の
私
的

利
益
を
守
る
た
め
に
援
用
で
き
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
定
住
許
可
を
得
た
外
国
人
も
私
的
権
利
を
享
有
で
き
る
が
、
そ
の
身
分
上
の
地
位
に
関

フ
ラ
ン
ス
ヘ
の
定
住
が
認
め
ら
れ
な
い
外
国
人
に
関
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

(i
)
条
約
締
結
国
の
外
国
人

ま
ず
、
民
法
典
第
一

一
条
の
適
用
を
受
け
る
場
合
、
つ
ま
り
当
該
外
国
人
が
属
す
る
国
と
の
間
に
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
と
条
約
を
締
結
し
て
い
な
い
国
の
外
国
人
に
関
し
て
は
、
次
の
一
二
つ
の
学
説
が
あ
る
。

A
説
：
外
国
人
は
、
条
約
が
な
く
て
も
、
法
律
に
よ

っ
て
明
示
的
又
は
黙
示
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
す
べ
て
の
民
事
上
の

権
利
を
享
有
す
る
。
た
だ
し
、
外
国
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
の
間
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
違
い
が
あ
る
。

①
フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
な
い
外
国
人
に
は
、
「
原
告
は
、
紛
争
の
目
的
物
の
裁
判
所
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

(
A
c
to
r
s
e
q
u
i
t
u
r
 

f
o
r
u
m
 rei)

と
す
る
原
則
が
適
用
さ
れ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
出
頭
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
法
典
第
一
四
条
参
照
）。

②
外
国
人
の
原
告
は
、
訴
訟
費
用
支
払
保
証
人

(ju
d
i
c
a
t
u
m
s
olv
i)
を
必
要
と
す
る

（民
法
典
第

一
六
条
は
、
原
告
と
な
る
外
国
人
が

フ
ラ
ン
ス
に
十
分
な
価
値
の
不
動
産
を
持
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
訴
訟
の
費
用
及
び
損
害
賠
償
の
支
払
の
た
め
保
証
人
を
立
て
な

(
b
)
定
住
許
可
が
認
め
ら
れ
な
い
外
国
人

し
て
は
、
そ
の
属
す
る
外
国
の
法
が
適
用
さ
れ
る
。

（エ
）
私
的
権
利

(Droits
p
n
v
e
s
)
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式
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
す
る
外
国
人
も
規
律
す
る
。

応
じ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

参
照
）

の
み
を
享
有
で
き
る
。

見
を
す
る
権
利
は
有
し
な
い
。

B
説

5

判
例
は
、
外
国
人
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
各
国
共
通
の
法

(ju
s
c
o
m
m
u
n
e
 genti
u
m
)
か
ら
帰
結
す
る
能
力
や
利
益
を
享
有
す
る

こ
と
は
認
め
る
が
、
市
民
の
固
有
の
権
利

(ju
s
p
r
o
p
riu
m
 c
i
v
i
u
m
)
で
あ
る
私
権
の
享
有
は
認
め
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
外
国
人

は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
共
通
法
に
属
す
る
権
利
、
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ
る
契
約
を
結
び
、
結
婚
し
、
そ
の
子
に
対
し
後
見
を
行
い
、

教
育
、
監
護
及
び
懲
罰
を
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、
固
有
権
に
属
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
養
子
を
す
る
能
力
、
法
定
用
益
権
、
選
定
後

c説
；
条
約
が
な
い
場
合
に
は
、
外
国
人
は
、
法
律
に
よ
っ
て
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
、
す
な
わ
ち
、
契
約
の
締
結
（
民
法
典

第
一

四
条
参
照
）
、
不
動
産
の
所
有
（
民
法
典
第
三
条
参
照
）
、
結
婚
（
民
法
典
第
ニ
―
条
参
照
）
、
法
廷
へ
の
出
廷
（
民
法
典
第
一
五
条

ル
レ
は
、
こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
の
説
で
も
、
外
国
人
は
ほ
と
ん
ど
の
私
権
を
享
有
で
き
る
こ
と
に
な
る
が
、
次
の
よ
う
に
法
の
種
類
に

①
公
序
良
俗
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
律
。
こ
れ
は
、

フ
ラ
ン
ス
領
土
に
居
住
す
る
す
べ
て
の
者
に
適
用
さ
れ
る
。
行
為
者
の
国
籍
が

ど
う
で
あ
れ
、
社
会
秩
序
に
対
す
る
危
険
と
い
う
意
味
で
は
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
父
子
と
も
に
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、

フ
ラ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
る
限
り
、

子
は
父
親
を
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
法
律
行
為
の
形
式
を
定
め
る
法
律
。
「
場
所
は
行
為
を
支
配
す
る
」

(L
o
c
u
s
r
e
git 
actu
m
)
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
法
律
行
為
の
形

③
人
法

(101s
p
e
r
s
o
n
n
e
ll
es)

と
は
、
人
の
身
分
や
能
力
に
関
す
る
法
律
で
あ
り
、
個
人
が
ど
こ
に
い
て
も
そ
の
国
の
法
律
に
よ
っ
て

③
外
国
人
の
身
分
と
能
力
は
、
外
国
法
に
従
っ
て
規
律
さ
れ
る

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。）。

（民
法
典
第
三
条
第
三
号
参
照
）
。



(318) 神奈川法学第48巻第 2・3合併号 2015年 46 

当
該
外
国
法
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
抵
当
権
は
不
動
産
に

フ
ラ
ン
ス
人
に
適

規
律
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
外
国
人
も
、
そ
の
身
分
や
能
力
に
関
し
て
は
、
母
国
の
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
第
三
条
第
三
項
も
「
人
の
能
力
と
身
分
に
関
す
る
法
律
は
、
た
と
え
外
国
に
住
ん
で
い
て
も
、

用
さ
れ
る
」
と
定
め
、
外
国
に
い
る
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
身
分
に
従
う
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
原
則
は
、

一
夫
多
妻
が
認

フ
ラ
ン
ス
法
の
明
確
な
ル
ー
ル
や
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
範
囲
で
適
用
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

め
ら
れ
る
国
の
国
民
で
あ
っ
て
も
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
複
数
の
妻
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
の
立
法
が
ど

④
物
法

(lo
is
r
e
e
ll
e
s
)

と
は
、
物
に
適
用
さ
れ
る
法
律
で
あ
る
。
財
産
が
個
々
に
―
つ
の
物
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
フ
ラ

ン
ス
に
存
在
す
る
以
上
、
外
国
人
も
所
有
者
と
な
り
得
、

う
で
あ
れ
、
そ
の
所
有
す
る
動
産
に
抵
当
権
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

の
み
設
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
財
産
が
財
団
を
構
成
す
る
場
合
に
は
、

集
合
体
と
み
な
さ
れ
る
。
相
続
の
場
合
に
は
、
財

産
の
全
体
が
相
続
財
産
を
構
成
し
、
相
続
財
産
に
フ
ラ
ン
ス
の
不
動
産
が
あ
る
場
合
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
。
し

か
し
、
動
産
の
場
合
に
は
、
被
相
続
人
の
住
所
地
た
る
フ
ラ
ン
ス
法
又
は
そ
の
母
国
の
法
の
い
ず
れ
か
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

一
八
九

0
年
の
時
点
で
は
、
国
政
の
管
理
・
執
行
に
携
わ
る
政
治
的
権
利
だ
け
で
な
く
、
準
政
治
的
権
利
、
さ
ら
に

は
公
的
権
利
か
ら
も
外
国
人
を
排
斥
す
る
と
い
う
明
確
な
考
え
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
革
命
を
支
援
す
る
外
国
人
を
幅
広
く
受

け
入
れ
、
外
国
人
に
政
治
的
権
利
さ
え
認
め
よ
う
と
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
当
時
の
考
え
が
、
そ
の
後
の
近
代
国
家
の
形
成
、
さ
ら
に

は
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
と
す
る
諸
国
と
の
戦
い
を
経
て
、
大
き
く
変
質
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

※
本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
課
題
番
号
二
六
一
二
八

0
0
八
四
）

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
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